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喜楽食堂
水俣チャンポン
喜楽食堂

水俣チャンポン

未来の水俣に
　　　残したい風景
未来の水俣に
　　　残したい風景

　日々、花一輪に心配りのできる人の大切さ
を改めて知らされています。今日も真紅のア
マリリスの花が、会議室の一隅で確かな位置
を占めています。テーブルの上には小皿に水
を張り、その中に小さな、何の花びらでしょ
うか、重なり合うように浮かんでいます。ふ
と心の安らぎを覚えるひとときです。
　そういえば以前は、新聞紙に花をくるみ、
大事そうに花を持って登校していく子どもた
ちの姿をよく見かけたものです。でも、最近
はそんな光景を見かけなくなりました。「庭
に咲いたから学校へ持っていきなさい」「先
生、お花持ってきたよ」と、ちょっと誇らし
げに手渡す様子や親子の会話があったのは、
随分前のことのように思われます。毎日が多
忙だからでしょうか。「そんな余裕などない
よ」という声が聞こえてきそうです。
　でも、そんな時だからこそ、ふと立ち止ま
る時もあっていいのかもしれません。四季
折々のかすかな変化を感じ取ることができる
のは、日本人ならではの感性でしょう。日本
人の心に脈々として受け継がれている美の伝
統も、ここにあるのでしょう。花一輪に心を
添えることは、もしかしたら花に負けないく
らい美しい心の動きかもしれません。
　詩人「坂村真民」は、
　二度とない人生だから、一輪の花にも無限
の愛を注いでいこう
　一羽の鳥の声にも、無心の耳をかたむけて
いこう
　二度とない人生だから、つゆくさのつゆに
もめぐりあいのふしぎを思い、
　足をとどめてみつめていこう
と、詠んでいます。

水俣市役所は環境管理の国際規格であるISO14001を自己宣言しています。市役所で使用する紙はリサイクルに努めるとともに、再生紙の使用を推進しています。
「広報みなまた」に使用している紙もリサイクルできます。各家庭でのご協力をお願いします。

棚田のある風景。
5月の半ば、 久木野寒川地区の棚田では
一足早い田植えが始まっていました。
寒川地区の棚田は、階段状に大小さまざ
まな形の水田が集まる千枚田（実際には
700枚ほど）の美しい景観をなし、「日
本の棚田百選」にも選ばれました。美し
さの反面、 農業的には条件不利地域のた
め、 その維持には大変な苦労があります。
先祖から受け継いだ棚田は、いつまでも
残したい水俣の風景です。

※「地のもん」とは地元食材をふんだんに
　使った料理や加工品のこと。各店自慢
　の味を毎月紹介しています。

※

関
連
記
事
❾
ペ
ー
ジ

※

関
連
記
事
❾
ペ
ー
ジ



広報みなまた2010.6.13

　
日
清
戦
争
後
は
政
界
に
協
力
し
、

同
44
年
に
は
貴
族
院
議
員
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
政
界
を
離
れ
て
著
作

活
動
に
専
念
、
昭
和
27
年
に
は
55
歳

か
ら
34
年
の
歳
月
を
か
け
た
超
大
作

「
近
世
日
本
国
民
史
」
百
巻
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
正
12
年
帝
国
学
士
院
恩

賜
賞
、
昭
和
12
年
帝
国
芸
術
院
会
員
、

昭
和
18
年
文
化
勲
章
受
賞
、
昭
和
27

年
熊
本
近
代
文
化
功
労
章
を
受
賞
す

る
な
ど
、
明
治
〜
昭
和
の
三
代
に
わ

た
り
多
彩
な
活
躍
を
続
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
蘇
峰
は
常
に
郷
土
愛
の
心

が
厚
く
、
昭
和
４
年
、
多
額
の
お
金

と
図
書
を
寄
付
し
て
町
立
図
書
館
淇

水
文
庫
（
現
蘇
峰
記
念
館
）
を
建
設
、

町
民
の
生
涯
教
育
の
場
を
残
し
ま
し

た
。
市
で
は
、
昭
和
29
年
に
水
俣
市

名
誉
市
民
に
推
挙
し
ま
し
た
。
昭
和

32
年
11
月
２
日
、
熱
海
の
晩
晴
草
堂

で
94
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

故
郷
水
俣
を
愛
し
た
文
豪

徳
富
蘇
峰
を
ふ
り
か
え
る

　
市
内
に
点
在
す
る
徳
富
蘇
峰
の
記

念
碑
を
バ
ス
や
徒
歩
な
ど
で
巡
回
す

る
「
蘇
峰
記
念
碑
め
ぐ
り
」
が
毎
月

２
回
、
10
月
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、水
俣
の
誇
り
で
あ
る
「
徳

富
蘇
峰
」
を
記
念
碑
と
と
も
に
ふ
り

か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
徳
富
蘇
峰
（
本
名
・
猪
一
郎
）
は
、

文
久
３
年
１
月
25
日
、
母
の
郷
里
で

生
ま
れ
、
間
も
な
く
水
俣
浜
町
に
帰

り
、７
歳
ま
で
水
俣
で
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
明
治
15
年
、
19
歳
で
大
江
義

塾
を
開
設
。
明
治
19
年
、
23
歳
で
出

版
し
た
「
将
来
之
日
本
」
が
出
世
作

と
な
り
日
本
の
論
壇
に
登
場
し
ま
す
。

大
志
を
胸
に
上
京
し
た
後
、
民
友
社

を
創
立
し
、
明
治
20
年
に
雑
誌
「
国

民
之
友
」
を
、
同
23
年
に
は
国
民
新

聞
社
を
創
立
し
、
日
本
言
論
界
に
不

動
の
地
位
を
築
き
ま
し
た
。

特
集

　記
念
碑
を
巡
る

　　文豪 

徳
富
蘇
峰

徳富蘇峰 年譜

１月25日徳富一敬（号・淇水）の
長男として、母久子の郷里（現
益城町）で生まれ、間もなく水
俣に帰る。

弟健次郎（蘆花）生まれる。

父が熊本藩庁に招かれ、ともに
熊本に移る。（蘇峰７歳）

熊本洋学校に入学するが、年少
のため退学。明治８年再入学。

熊本バンドに参加し、洋学校退
学。新聞記者を目指し上京。東
京英語学校（第一高等学校の前
身）に入学した後、同志社英学
校に移る。

同志社卒業寸前に退学。

東肥新報の編集を助け、大江逸
のペンネームで社説を書く。

３月、熊本大江村に大江義塾を
開く。（蘇峰19歳）

９月、静子夫人を迎える。

大江義塾、塾生100人となる。

「将来之日本」を自費出版、ベス
トセラーになる。大江義塾を閉
じ、一家で東京に移る。

民友社を創立し、雑誌「国民之
友」を発刊。蘇峰と号す。

国民新聞社を創立し、「国民新
聞」を発刊。同志社大学設立に
尽力する。（蘇峰27歳）

欧米旅行に出て、ロシアではト
ルストイを訪問する。

日露戦争講和条約を支持、それ
に反対する民衆から国民新聞
社が焼き討ちされる。

８月、貴族院議員に勅撰される。

桂太郎内閣を擁護したことで、
第２回の焼き討ちにあう。

「近世日本国民史」を国民新聞
に連載。（蘇峰55歳）

関東大震災で国民新聞社・民友
社ともに全壊。

東京大森の「山王草堂」に移る。

国民新聞社引退。水俣町立淇水
文庫開館式出席のため、帰郷。

文化勲章受賞。（蘇峰80歳）

終戦。12月、A級戦犯容疑。

一切の公職、栄誉を辞退。

９月、戦犯容疑解除。

「近世日本国民史」100巻完成。
（蘇峰89歳）

５月、水俣市名誉市民。

最後の著書「大谷光瑞師の生
涯」を出版。

11月２日、熱海の晩晴草堂で逝
去。「享年95（満94歳）」

1863（文久3）

1868（M元）

1870（M3）

1873（M6）

1876（M9）

1880（M13）

1881（M14）

1882（M15）

1884（M17）

1885（M18）

1886（M19）

1887（M20）

1890（M23）

1896（M29）

1905（M38）

1911（M44）

1913（T2）

1918（T7）

1923（T12）

1924（T13）

1929（S4）

1943（S18）

1945（S20）

1946（S21）

1947（S22）

1952（S27）

1954（S29）

1956（S31）

1957（S32）

西暦（年号） 経  歴  な  ど

※（年号）は、M＝明治、T＝大正、S＝昭和。
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蘇
峰
記
念
碑
め
ぐ
り

　　蘇
峰
が
書
い
た
書
な
ど
を
も
と
に
し

た
記
念
碑
が
水
俣
市
内
に
点
在
し
て

い
ま
す
。そ
の
記
念
碑
の
一
部
を
各
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

記
念
碑
め
ぐ
り
へ
の
参
加
は
、本
紙
⑱

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①「
蘇
翁
筆
塚
」碑

　袋
天
満
宮

　蘇
峰
が
長
年
愛
用
し
た
山
の
よ
う

な
筆
墨
を
集
め
た
供
養
塚
。昭
和
二
十

七
年
に
建
立
さ
れ
、当
時
八
十
九
歳
の

蘇
峰
を
迎
え
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。蘇
峰
の
水
俣
帰
郷
は
こ
の
筆
塚
除

幕
式
が
最
後
に
な
り
ま
し
た
。

　袋
天
満
宮
は
、徳
富
家
の
氏
神
で
、

菅
原
道
真
公
を
信
奉
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、蘇
峰
は
こ
れ
ま
で
使
用
し
た
す
べ

て
の
筆
を
袋
天
満
宮
に
筆
塚
を
建
立

し
埋
納
す
る
こ
と
を
心
に
決
め
て
い
た

と
い
い
ま
す
。

　な
お
、蘇
峰
が
き
ご
う

揮
毫
し
た
記
念
碑
が

全
国
に
二
百
カ
所
ほ
ど
あ
る
な
か
で
、

蘇
峰
が
愛
用
し
た
筆
を
納
め
て
い
る
の

は
こ
こ
だ
け
と
い
う
こ
と
か
ら
、蘇
峰

の
郷
土
へ
の
愛
着
が
う
か
が
え
ま
す
。

②「
公
徳
之
碑
」
　陣
之
坂（
江
添
）

　公
徳
之
碑
は
、鬼
の
歯
形
石
に
ま
つ

わ
る
物
語（
公
徳
物
語
）の
、素
朴
で
心

温
ま
る
人
情
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と

蘇
峰
の
発
意
に
よ
っ
て
建
設
が
決
ま
り
、

昭
和
三
十
二
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

【
公
徳
物
語
】

　寛
永
四
年（
一
七
九
二
）三
月
、江
戸

時
代
の
尊
王
論
者
と
し
て
有
名
な
高

山
彦
九
郎
が
た
ま
た
ま
水
俣
を
訪
れ

た
。深
水
頼
永
、徳
富
茂
十
郎
ら
と
矢

筈
岳
に
登
る
途
中
、陣
之
坂
を
通
っ
た

彦
九
郎
が
大
き
な
岩（
鬼
の
歯
形
石
）

の
上
に
小
石
が
山

積
み
さ
れ
て
い
る

の
を
見
て
理
由
を

聞
い
た
。茂
十
郎
は

「
こ
れ
は
道
端
に

『
転
び
石
』が
あ
っ

て
通
り
に
く
か
っ

た
の
で
、こ
こ
を
通

る
人
々
が
一つ
一つ
拾
っ
て
岩
の
上
に
乗

せ
た
も
の
で
、や
が
て
石
は
な
く
な
り

誰
も
が
楽
に
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
答
え
た
。彦
九
郎
は
こ
の
話
に
感
激

し
て「
こ
の
田
舎
は
本
当
に
良
い
と
こ

ろ
だ
。人
情
に
厚
い
こ
と
が
こ
れ
で
わ

か
っ
た
」と
言
い
、「
筑
紫
日
記
」に
書
き

残
し
た
。今
で
も「
転
び
石
を
拾
っ
て
岩

に
乗
せ
る
と
、足
が
軽
く
な
っ
て
坂
が

楽
に
上
れ
る
」と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

③「
愛
郷
の
詩
」碑

　水
俣
八
幡
宮

　蘇
峰
は
、郷
里
水
俣
を
終
生
愛
し
続

け
、そ
の
風
光
の
美
と
風
俗
の
純
朴
さ

を
誇
り
と
し
て「
死
ん
で
も
水
俣
を
忘

れ
な
い
」と
の
言
葉
を
残
し
、昭
和
十

五
年
に
は
次
の
詩
文
を
送
り
ま
し
た
。

　「祖
先
墳
墓
地

　吾
亦
愛
郷
人

 

　故
里
風
光
好

　神
游
幾
百
春
」

【
大
意
】

　先
祖
以
来
三
百
数
十
年
こ
の
地
と

故
郷
の
人
を
私
は
愛
し
て
い
る
。故
里

（
ふ
る
さ
と
）の
風
光
は
よ
く
、余
り
の

素
晴
ら
し
さ
に
幾
百
年
の
の
ち
ま
で

神
々
も
遊
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　蘇
峰
七
十
八
歳
の
書
で
、水
俣
を
愛

し
た
真
情
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

④「
江
山
怡
目
霊
泉
洗
心
」碑

　三
笠
屋

　昭
和
二
十
七
年
五
月
初
旬
、蘇
峰
二

十
二
年
ぶ
り
の
帰
郷
は
、八
十
九
歳
と

は
思
え
な
い
気
迫
に
歓
迎
の
人
々
を
驚

か
せ
た
と
い
い
ま
す
。

　蘇
峰
が
宿
を
と
っ
た
三
笠
屋
旅
館

で
揮
毫
し
た
書
に
は「
こ
の
辺
り
か
ら

眺
め
れ
ば
、入
り
江
も
周
囲
の
山
々
も

目
を
た
の
し
ま
せ
て
く
れ
、あ
り
が
た

い
温
泉
は
心
の
底
ま
で
洗
い
清
め
て
く

れ
る
」と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
、帰
郷

し
た
蘇
峰
の
は
れ
ば
れ
と
し
た
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
く
る
か
の
よ
う
で
す
。

⑤「
花
外
夕
陽
山
」碑

　福
田
農
場

　昭
和
四
年
、淇
水
文
庫
落
成
式
の
た

め
帰
郷
し
た
蘇
峰
が「
四
季
に
咲
く

花
々
も
美
し
い
が
、そ
の
ほ
か
に
と
問

わ
れ
る
と
、夕
陽
に
映
え
る
山
々
も
ま

た
美
し
い
」と
書
い
た
も
の
で
す
。

　福
田
農
場
内
に
は
そ
の
ほ
か
に
も
、

蘇
峰
の
碑
が
二
つ
と
、徳
富
蘆
花
の
歌

碑
が
あ
り
ま
す
。（参

考
資
料
／
新
水
俣
市
史
）

�

記念碑を巡る
文豪 徳富蘇峰

そ
お
う
ふ
で
づ
か

※

こ
う
ざ
ん
め
を
よ
ろ
こ
ば
せ
れ
い
せ
ん
こ
こ
ろ
を
あ
ら
う

※

こ
う
と
く 

の 

ひ

あ
い
き
ょ
う 

　  

し

か
が
い
ゆ
う
ひ
の
や
ま
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蘇峰・蘆花の業績をしのぶ数 の々品 の々展示

　蘇峰が、父淇水の郷土愛をしのんで当時の水俣町に
贈った寄付金などをもとに、昭和４年、水俣町立図書館淇
水文庫として開館。永く市民に親しまれました。
　昭和58年に図書館が移転し、蘇峰記念館として生まれ
変わりました。昭和初期鉄筋コンクリート建築として、国
登録文化財に指定されています。

徳
富
蘇
峰
・
蘆
花
生
家

蘇
峰
記
念
館
（
旧
淇
水
文
庫
）

蘇
峰
を
も
っ
と
知
る
に
は…

  

両
施
設
の
み
ど
こ
ろ陣内１－１－１（水俣市役所前）　☎63ー0380

開館時間／９時～16時30分　休館日／月曜日

蘇峰のゆかりの品や、「公徳之碑」原書も展示しています。
数 の々遺品が見られるのは、蘇峰の愛した地、水俣だけ！！

みどころ

蘇峰・蘆花の思い出が薫る白壁の家

　蘇峰が７歳、蘆花が２歳まで過ごした生家。
　著書「蘇峰自伝」、蘆花の「死の蔭に」にも書かれてい
る由緒ある建物です。1790年（寛政２年）建築の町屋造
りは熊本県内最古という建築史的価値もあります。平成２
年からの工事で、当時の姿がしのばれるほど復元されてい
ます。熊本県指定史跡。

浜町２－６－５（深水歯科医院前）　☎62ー5899
開館時間／９時～16時30分　休館日／月曜日

蘇峰の原書なども多数展示。建物はもちろん、なにより中庭
がすばらしく、樹齢315年といわれるもみじをご覧ください。

みどころ

記念碑を巡る
文豪 徳富蘇峰

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻
●❼

湯の児島
石飛

鬼岳

葛渡

深川

古
城

小津奈木
大迫

江添

月浦

袋

丸島町

祇園町 長崎

薄原

石坂川

国道268号

県道117号
頭石

中尾山

恋路島

水俣港

エコパーク
水俣

袋
湾

袋
駅

新
水
俣
駅

湯
の
児

温
泉

市役所 ▲

矢城山
▲

湯の鶴
温泉

水
俣
駅

九
州
新
幹
線

肥薩
おれんじ鉄道

国
道
３
号

長
野
町

白
浜
町

県
道
15号

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

※記念碑めぐりは、❻と❼は順番入れ替えあり。
　前ページの①～⑤とは対応していません。

蘇翁筆塚

純忠百世師

公徳之碑

桜野園

萬寿山

頼山陽先生経過賦詩処

愛郷の詩

江山怡目霊泉洗心

花外夕陽山

逆風張帆

執中

水俣八幡宮

三笠屋

福田農場

袋天満宮

陣の坂（江添）

薄　原

亀齢峠

亀齢峠

蘇
峰
記
念
碑
め
ぐ
り

マ
ッ
プ

Ｎ

マ
ッ
プ
は
記
念
碑
の
お
お
よ
そ
の
位
置
を
、

下
表
は
記
念
碑
名
と
場
所
を
掲
載
。

入館無料 入館無料
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水
俣
病
公
式
確
認
か
ら
54
年
目
の

５
月
１
日
、エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
で
平
成

22
年
度
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
が
行

わ
れ
、患
者
や
遺
族
、市
民
ら
約
千
100

人
が
参
列
し
犠
牲
者
に
祈
り
を
捧
げ

ま
し
た
。ま
た
、27
人
の
水
俣
病
犠
牲

者
の
名
簿
が
新
た
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
歴
代
首
相
と
し
て
初
め
て
慰
霊
式
に

出
席
し
た
鳩
山
由
紀
夫
首
相
は
、被
害

拡
大
を
防
止
で
き
な
か
っ
た
責
任
を
認

め
謝
罪
。地
域
の
き
ず
な
修
復
や
、環

境
対
策
・
地
域
発
展
の
新
た
な
出
発
の

日
に
し
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
祈
り
の
言
葉
は
、患
者
・
遺
族
代
表

の
前
田
恵
美
子
さ
ん
と
吉
永
理
巳
子

さ
ん
が「
今
、生
き
て
い
る
こ
と
を
大
切

に
」と
伝
え
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

児
童
・
生
徒
代
表
の
久
木
野
小
学
校
、

小
野
大
志
さ
ん
と
森
山
藍
梨
さ
ん
は
、

「
も
っ
と
水
俣
病
を
学
び
、も
う
二
度
と

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
環
境
を

大
切
に
す
る
身
近
な
活
動
を
続
け
、水

俣
を
温
か
い
心
で
あ
ふ
れ
る
町
に
し
て

い
く
」と
誓
い
ま
し
た
。

　
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
５
月

10
日
、最
新
型
C
T
装
置
の
稼
働
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
下
で
も
性
能
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

128
列
M
D
C
T
は
高
速
撮
影
で
高
解

像
度
、身
体
の
あ
ら
ゆ
る
検
査
種
別
に

も
対
応
で
き
ま
す
。動
き
の
速
い
心
臓

冠
動
脈
の
描
出
や
、従
来
の
３
D
立
体

画
像
は
も
ち
ろ
ん
、４
D
画
像
化
も
可

能
で
身
体
の
動
き
も
画
像
化
で
き
ま
す
。

ま
た
、検
査
撮
影
時
間
が
短
縮
さ
れ
、

受
診
者
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
が
初
出
席
、新
た
な
出
発
の
日
に

   

平
成
22
年
度
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式

高
度
で
安
心
・
安
全
な
医
療
を

最
新
型
C
T
装
置
稼
働
開
始

市政
ニュース
市政
ニュース
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エ
コ
ロ
マ
ス
タ
ー
を
目
指
す

み
な
ま
た
環
境
塾
第
二
期
生 

成
果
発
表
会

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
施
設

養
護
老
人
ホ
ー
ム
恵
愛
園 

落
成
式

　
水
俣
市
と
熊
本
大
学
が
環
境
保
全

の
担
い
手
養
成
な
ど
を
行
う「
み
な
ま

た
環
境
塾
」は
４
月
17
日
、も
や
い
館
で

成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
は
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
金
属

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
８
つ
の
テ
ー
マ
別
に

各
教
授
の
ゼ
ミ
に
参
加
し
、学
ん
だ
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。水
質
調
査
が
テ

ー
マ
の
ゼ
ミ
で
は
水
俣
川
水
系
や
湯
出

川
水
系
の
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
な
ど
を

調
査
、各
ポ
イ
ン
ト
の
結
果
を
比
較
す

る
な
ど
し
た
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
４
月
16
日
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
恵
愛

園
の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、旧
恵
愛
園
の
老
朽
化
や
、

水
害
な
ど
防
災
上
の
問
題
か
ら
月
浦

福
祉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
建
て
替
え
を
行

っ
た
も
の
で
、全
室
個
室
で
52
人（
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
２
室
含
む
）が
利
用
で
き

ま
す
。施
設
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
採
用
、段
差
を
な
く
し
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
な
ど
で
使
い
や
す
さ
を
追
求
し
た

ほ
か
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
照
明
や
床
暖
房
な
ど
に
利
用
し
ま
す
。

　

　
４
月
24
日
〜
５
月
16
日
、エ
コ
パ
ー

ク
水
俣
バ
ラ
園
で
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。４
月
25
日
は
、市

内
菓
子
店
12
店
に
よ
る
限
定
ス
ウ
ィ
ー

ツ
プ
レ
ー
ト
を
、バ
ラ
園
内
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

多
く
の
来
園
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
５
月
８
日
〜
９
日
は
バ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

大
会
、期
間
全
体
を
通
し
て
バ
ラ
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
か
れ
る
な
ど
、700
種
６

千
本
の
バ
ラ
を
多
く
の
入
場
者
が
そ
れ

ぞ
れ
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

バ
ラ
の
香
り
に
つ
つ
ま
れ
て

　
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
春

成果発表中に、ミニ実験を披露する受講生ら

５月８日、バラに囲まれたコンサートで演奏する「ビエント」
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ま
ち
の

　
　
わ
だ
い

ま
ち
の

　
　
わ
だ
い

　
恋
路
島
と
美
し
い
海
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
親
水
護
岸
の
一
角
で

４
月
24
日
、恋
人
の
聖
地
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
恋
人
の
聖
地
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地

域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
が
観
光

施
設
や
地
域
な
ど
全
国
100
カ
所
を

選
定
、観
光
資
源
の
有
効
活
用
に
よ

る
交
流
促
進
な
ど
を
目
的
と
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。「
恋
路
島
を
臨

む
親
水
公
園
」が
、今
年
１
月
１
日

に
恋
人
の
聖
地
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、市
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や

銘
板
を
現
地
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
周

辺
を
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
バ
ラ
園
の
バ

ラ
で
飾
り
付
け
、市
内
在
住
夫
婦
に

よ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
と
模
擬

結
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
模
し
た
ハ
ー
ト
型
の
ケ
ー

キ
で
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
。恋
人
の
聖
地

を
案
内
し
た
手
紙
を
つ
け
た
風
船

を
参
加
者
全
員
で
飛
ば
し
、美
し
い

恋
の
伝
説
が
残
る
恋
路
島
と
美
し

い
海
を
見
に
来
て
欲
し
い
と「
恋
の

ま
ち
水
俣
」を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

恋のまち水俣をＰＲ
恋人の聖地モニュメント  オープニングセレモニー

8
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月
間
１
万
食
販
売
の
底
力

 

水
俣
チ
ャ
ン
ポ
ン
探
求
会 

設
立

　
久
木
野
寒
川
地
区
で
は
４
月
29

日
、婦
人
会
が
中
心
と
な
っ
て
営
業

す
る
寒
川
水
源
亭
の
川
開
き
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
36
年
か
ら
開
業
、昨
年
は

１
万
６
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。名

物
の
そ
う
め
ん
流
し
は
、芦
北
産
の

焼
き
エ
ビ
か
ら
と
っ
た
ダ
シ
が
効
い

た
甘
い
つ
ゆ
が
特
徴
。オ
ー
ダ
ー
す

る
と
酢
醤
油
の
つ
ゆ
も
出
し
て
も

ら
え
る
そ
う
で
す
。

　
営
業
は
、９
月
23
日
ま
で
の
９

時
〜
19
時
、問
い
合
わ
せ
は
寒
川

水
源
亭
☎
69
ー
０
７
７
６
ま
で
。

　
５
月
22
日
、久
木
野
寒
川
の
棚

田
で「
棚
田
の
あ
か
り
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、愛
林
館
が
棚
田
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
企

画
。準
備
や
片
付
け
に
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ら
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。稲
わ
ら
を
芯
に
し
た
竹
筒

に
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
を
加
工

し
た
燃
料
で
火
を
つ
け
ま
す
。今
年

は
、雨
の
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、

畦
に
設
置
さ
れ
た
あ
か
り
が
、水
を

張
っ
た
棚
田
に
映
り
、訪
れ
た
見
学

客
の
目
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
そ
う
め
ん
流
し
は
寒
川
で

寒
川
水
源
亭 

川
開
き

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
伝
授

久
木
野
た
べ
も
の
伝
承
塾

２
千
本
の
あ
か
り
が
ゆ
ら
り

久
木
野
寒
川
棚
田
の
あ
か
り

　
市
内
で
チ
ャ
ン
ポ
ン
を
提
供
す
る

16
店
が
集
ま
り
、水
俣
チ
ャ
ン
ポ
ン

探
求
会（
荒
瀬
茂
尚
会
長
）が
４
月

28
日
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、市
内
で
月
間
１
万
食
が

消
費
さ
れ
る
と
い
う
市
民
食「
チ
ャ

ン
ポ
ン
」で
地
域
お
こ
し
を
行
う
と

い
う
も
の
。今
年
は
、の
ぼ
り
旗
や

マ
ッ
プ
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
、ゆ
く

ゆ
く
は
B
級
グ
ル
メ
の
祭
典「
B
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」出
場
を
目
指
し
て

い
ま
す
。同
会
は
、雑
誌「
じ
ゃ
ら

ん
」企
画
へ
の
投
票
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す（
本
紙
23
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
５
月
２
日
、愛
林
館
で
久
木
野

た
べ
も
の
伝
承
塾
が
開
か
れ
ま
し

た
。講
師
に
久
木
野
の
寒
川
良
子

さ
ん（
85
歳
）を
招
き
、参
加
者
と
一

緒
に「
い
ち
ご
大
福
」と「
そ
ま
団

子
」を
作
り
ま
し
た
。

　
伝
承
塾
と
い
う
名
の
と
お
り
紙

に
書
い
た
レ
シ
ピ
は
配
ら
れ
ず
、す

べ
て
寒
川
さ
ん
か
ら
参
加
者
が
聞

き
取
り
、メ
モ
し
ま
す
。い
ち
ご
大

福
の
生
地
に
な
る
自
家
製
寒
ざ
ら

し
粉
の
作
り
方
や
、材
料
の
分
量

な
ど
、参
加
者
は
熱
心
に
尋
ね
て
い

ま
し
た
。
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オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

無
料
医
療
相
談
会

　
㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊

本
県
支
部
は
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
人
口
肛
門
・
人
口
膀
胱
造
設

者
）
の
皆
さ
ん
や
関
心
の
あ
る

方
々
を
対
象
と
し
て
、
ス
マ
ー

ト
ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
演
と
医

療
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
　

日
時
　
６
月
19
日
㈯
　 

13
時
〜

15
時

場
所
　
熊
本
労
災
病
院
（
☎
０

９
６
５―

33―

４
１
５
１
）

問
い
合
わ
せ
　
㈳
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部
☎
096―

384―

１
０
１
２

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権

110
番
」強
化
週
間

　　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の

取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、全

国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」強

化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。　

期
間 

６
月
28
日
㈪
〜
７
月
４
日

㈰
　
平
日
／
８
時
30
分
〜
19
時
、

土
日
／
10
時
〜
17
時

専
用
相
談
電
話 

☎
０
１
２
０
ー

００７
ー
１１０

相
談
担
当
者 

人
権
擁
護
委
員
・

法
務
局
職
員 

相
談
内
容 

い
じ
め
、暴
力
、虐
待
、

体
罰
な
ど
、子
ど
も
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題

※
熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
月

〜
金
曜
日
の
８
時
30
分
〜
17
時

15
分
、
常
時
同
じ
専
用
相
談
電

話
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

主
催
第
３
回
介
助
技
術
講
習
会

　
九
州
保
健
福
祉
大
学
の
小
川

敬
之
准
教
授
を
お
招
き
し
て
認

知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
無
料
。

日
時
　
７
月
３
日
㈯
　
14
時
〜

16
時

場
所
　
水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー

（
明
神
町
）

対
象
　
医
療
・
福
祉
・
介
護
に

関
わ
る
方
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
従
事
者
、
一
般
の
方

定
員
　
200
人

申
込
方
法
　
氏
名
・
年
代
・
職

業
を
明
記
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
往
復

ハ
ガ
キ
で
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
867
ー

０
０
０
８
水
俣
市
浜
４
０
５

８
ー
18
国
立
水
俣
病
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
・
遠
山
☎
63
ー
３
１

１
１
FAX 

61
ー
１
１
４
５

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
の
ご
あ
ん
な
い

日
時
　
10
月
24
日
㈰
　
10
時
〜

場
所
　
熊
本
学
園
大
学
ま
た
は

熊
本
大
学
を
予
定（
指
定
不
可
）

資
格
　
原
則
と
し
て
保
健
、医
療
、

福
祉
の
分
野
で
通
算
５
年
（
一

部
10
年
）
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
方

手
数
料
　
８
千
800
円

試
験
案
内
配
布
期
間
＆
場
所
　

６
月
14
日
㈪
〜
７
月
16
日
㈮
・

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
も
や
い

館
１
階
）

受
付
期
間
　
７
月
５
日
㈪
〜
16

日
㈮

※

１
〜
３
月
の
間
で
７
日
間（
前

期
３
日
、
後
期
４
日
）
試
験
合

格
者
を
対
象
に
実
務
研
修
を
実
施

問
い
合
わ
せ
　
県
社
会
福
祉
協

議
会
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
096
ー
322
ー
８
０
７
７

県
営
住
宅
月
浦
団
地
（
前
期
）

補
充
入
居
待
機
者
募
集

　
県
営
住
宅
の
明
け
渡
し
が

あ
っ
た
場
合
の
補
充
入
居
待
機

者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
案
内
書
（
申
込
書
付
）
配

布
期
間
＆
配
布
場
所
　

〜
６
月
８
日
㈫
　
９
時
〜
17
時

（
土
日
除
く
）

①
熊
本
県
住
宅
供
給
公
社
住
宅

管
理
課
②
水
俣
市
都
市
政
策
課

建
築
住
宅
係

申
込
期
間
＆
受
付
場
所
　

６
月
９
日
㈬
〜
15
日
㈫
　
９
時

〜
16
時

①
熊
本
県
住
宅
供
給
公
社
住
宅

管
理
課
②
水
俣
市
都
市
政
策
課

建
築
住
宅
係（
②
は
土
日
除
く
）

郵
送
受
付
　
必
ず
「
特
定
記
録

郵
便
」
で
県
（
左
記
）
ま
で

※

６
月
15
日
消
印
有
効

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

熊
本
市
水
前
寺

６
丁
目
５
番
19

号
熊
本
県
住
宅

供
給
公
社
住
宅

管
理
課
☎
096
ー

382
ー
５
５
５
２

住
宅
住
宅

から
お知らせです
から
お知らせです窓口窓口

介
護
介
護

相
談
相
談
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を
用
意
。
申
込
後
に
お
知
ら
せ

す
る
受
付
番
号
を
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

※

脳
ド
ッ
ク
付
き
を
申
し
込
む

方
は
、
落
選
し
た
場
合
に
脳

ド
ッ
ク
無
し
の
コ
ー
ス
抽
選
を

希
望
す
る
か
ど
う
か
も
お
伝
え

く
だ
さ
い
（
希
望
し
な
け
れ
ば

脳
ド
ッ
ク
付
き
の
み
抽
選
と
し

ま
す
）
。

抽
選
結
果
　
受
付
番
号
を
市
報

７
月
15
日
号
に
掲
載
（
検
査
機

関
を
選
択
す
る
の
は
当
選
後
）

※

検
査
項
目
や
方
法
な
ど
は
各

検
査
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
検
査
結
果
は

本
人
に
通
知
す
る
ほ
か
市
で
も

把
握
し
、
訪
問
指
導
や
特
定
保

健
指
導
な
ど
の
案
内
を
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金
医

療
保
険
係
☎
61
ー
１
６
２
２

国
保
人
間
ド
ッ
ク
受
検
者

を
募
集
し
ま
す

申
込
期
間
　
６
月
７
日
㈪
〜
18

日
㈮
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

資
格
　
次
の
す
べ
て
の
条
件
に

該
当
す
る
方
　

●
水
俣
市
の
国
民
健
康
保
険
加 

　
入
者
（
受
検
日
ま
で
に
社
会

　
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制

　
度
な
ど
に
異
動
し
た
方
は
不

　
可
）

●
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し  

　
て
い
る
方

●
満
年
齢
が
30
歳
以
上
の
方

●
特
定
健
診
を
受
診
し
な
い
方

（
特
定
健
診
と
人
間
ド
ッ
ク
の 

　
重
複
は
で
き
ま
せ
ん
）

費
用
・
検
査
機
関
　
下
表
参
照

定
員
　

①
日
帰
り
ド
ッ
ク
コ
ー
ス
45
人

②
日
帰
り
＋
脳
ド
ッ
ク
コ
ー
ス

45
人
（
脳
ド
ッ
ク
の
み
の
受
検

は
で
き
ま
せ
ん
）
　

選
考
方
法
　
抽
選

申
込
方
法
　

①
窓
口
申
込
↓
保
険
証
を
持
参

し
市
民
課
❻
番
窓
口
へ

②
電
話
申
込
↓
保
険
証
・
メ
モ

　
　
　 
両
親
学
級
日
程

　
　
　
４
月
15
日
号
の
市
報
と
一

緒
に
配
布
し
た
平
成
22
年
度
水
俣

市
保
健
事
業
一
覧
の
両
親
学
級
実

施
日
を
変
更
し
ま
し
た
。
お
申
し

込
み
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
変
更
前 

６
月
12
日
㈯

　
　
　
　
←

　
変
更
後 

６
月
19
日
㈯

問
い
合
わ
せ
　
健
康
高
齢
課
☎

62
ー
３
０
２
８

変更
しました

Information
６月１～７日は水道週間
施設見学できます

検査機関名　　　　 　　　 検査費用　　　             助成金額　           個人負担額　　　　                   注意事項                                               

総合医療センター

尾田胃腸科

岡部病院

大塚内科医院

男性　41,000円

女性①40,000円

女性②41,000円

男性　41,000円

女性　39,000円

男性　41,000円

女性　40,000円

男性　21,693円

女性　20,486円

28,700円

28,000円

28,700円

28,700円

27,300円

28,700円

28,000円

15,185円

14,340円

12,300円

12,000円

12,300円

12,300円

11,700円

12,300円

12,000円

6,508円

6,146円

子宮頸ガン検査なし

子宮頸ガン検査あり

子宮頸ガン検査なし

子宮頸ガン検査なし

眼科検査、腹部超音波検査、
胃内視鏡検査なし

眼科検査、腹部超音波検査、胃内視鏡
検査、子宮頸ガン検査なし

検査機関名　　　　               検査費用　　　             助成金額　            個人負担額　　　　                   注意事項                                               

総合医療センター

男性　71,000円

女性①70,000円

女性②71,000円

49,700円

49,000円

49,700円

21,300円

21,000円

21,300円

子宮頸ガン検査なし

子宮頸ガン検査あり

●日帰り＋脳ドックコース（定員45人）

●日帰りコース（定員45人）

国
保
国
保
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た
だ
し
、在
校
生
が
い
る
間
　

　（
全
日
制
課
程
２
年
間
、定
時

　
制
課
程
３
年
間
）は
両
校
と
も

　
存
続
し
ま
す
。

《
新
校
の
学
校
像
》

●
地
域
の
将
来
を
担
う
リ
ー
ダ

　
ー
を
育
成
し
ま
す

●
環
境
教
育
を
通
し
て
、実
践
的

　
な
態
度
と
豊
か
な
人
間
性
を

　
育
成
し
ま
す

●
地
域
の
進
学
希
望
者
の
夢
を

　
地
域
で
叶
え
ま
す

●
地
域
を
は
じ
め
我
が
国
の
も

　
の
づ
く
り
に
貢
献
す
る
人
材
を

　
育
成
し
ま
す

《
新
校
開
設
年
度
》　

　
平
成
24
年
度

《
募
集
定
員
》

　
全
日
制
280
人（
７
学
級
）

　
定
時
制
40
人（
１
学
級
）

《
設
置
す
る
学
科
》

【
全
日
制
課
程
】　

　
①
普
通
科
４
学
級

　
②
商
業
科
１
学
級

　
③
機
械
科
１
学
級

　
④
電
気
建
築
シ
ス
テ
ム
科
１

　
学
級（
電
気
コ
ー
ス
20
人
、建

　
築
コ
ー
ス
20
人
）

【
定
時
制
課
程
】　

　
商
業
科
１
学
級

③
平
成
22
年
度
の
予
定

　
次
の
３
項
目
が
、地
域
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、主
に
検

討
す
る
も
の
で
す
。

●
基
本
理
念（
学
校
像
、校
訓
等
）

●
校
名
案
の
候
補（
校
名
案
は
最

　
終
的
に
県
教
育
委
員
会
で
決

　
定
さ
れ
ま
す
）

●
平
成
24
年
度
教
育
課
程

《
再
編
・
統
合
の
イ
メ
ー
ジ
》

問
い
合
わ
せ
　
水
俣
地
区
新
設

高
校
開
設
準
備
室（
熊
本
県
立
水

俣
高
等
学
校
内
）☎
63―

１
２
６

１（
代
表
）

あ
な
た
の
力
を
学
校
に
！

学
校
応
援
団
募
集
中

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
育
成
に
取

り
組
む
仕
組
み「
学
校
応
援
団
」

が
小
中
学
校
で
始
ま
り
ま
す
。こ

れ
は
、地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
校
の

教
育
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
も
の
で
、学
校
で
は
次

の
よ
う
な
活
動
を
求
め
て
い
ま
す
。

●
読
み
聴
か
せ
や
紙
芝
居

●
ミ
シ
ン
や
包
丁
な
ど
の
使
い
方

　
指
導

●
各
種
体
験
活
動

●
登
下
校
時
の
安
全
見
守
り

●
校
外
学
習
の
引
率

●
植
え
込
み
や
学
校
花
壇
の
手

　
入
れ

●
学
校
図
書
の
整
理

●「
学
校
応
援
団
」通
信
づ
く
り

　
な
ど
な
ど…

　
学
校
応
援
団
に
参
加
し
て
み

よ
う
と
い
う
方
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
た
い
学
校
に
登
録
し

た
後
、学
校
と
調
整
し
な
が
ら
活

動
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
達
と
の
交
流
は
、あ
な
た

に
と
っ
て
も
、き
っ
と
学
び
の
場
。

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
☎

61
ー
１
６
３
９

から
お知らせです
から
お知らせです窓口窓口
水
俣
地
区
新
設
高
校
開
設

準
備
室
だ
よ
り
①

①
は
じ
め
に

　
平
成
22
年
１
月
６
日
に「
県
立

高
等
学
校
再
編
整
備
等
中
期
実

施
計
画
」が
、県
教
育
委
員
会
に

よ
り
決
定
・
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
も
と
づ
い
て
、水
俣

地
区
の
高
校
の
再
編
・
統
合
が
進

め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

②
水
俣
高
校
と
水
俣
工
業
高
校

の
再
編
・
統
合
に
つ
い
て（
県
立

高
等
学
校
再
編
整
備
等
中
期
実

施
計
画
よ
り
）

《
再
編
・
統
合
の
考
え
方
》

●
両
校
を
新
し
い
学
校
と
し
て
発

　
展
的
に
再
編
・
統
合
し
、現
在

　
の
学
科
を
生
か
し
た
学
科
を

　
設
置
し
ま
す

●
校
地
は
現
水
俣
高
校
と
し
ま
す

　※

あ
く
ま
で
両
校
は
対
等
な

　立
場
で
再
編
・
統
合
さ
れ
ま
す
。

　ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
に
吸

　収
合
併
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ

　り
ま
せ
ん
。新
校
の
開
校
に
よ

　
り
、水
俣
高
校
と
水
俣
工
業
高

　
校
は
募
集
停
止
と
な
り
ま
す
。

水俣高校 水俣工業高校

普通（５学級） 商業
定時制
(商業) 機械 電気 建築

新設高校

普通（４学級）
※「特進クラス」設置 商業

電気
建築
システム

機械 定時制
(商業)

※電気建築システム科には電気コースと建築コースあり
　学級数の記入のない学科は１学級

市報では、高校再
編に関する情報
を随時お知らせ
していきます

学
校
学
校
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ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

本
橋
馨
ア
ナ
基
調
講
演
会

　
Ｋ
Ｋ
Ｔ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

「
モ
ッ
ち
ゃ
ん
」
こ
と
本
橋
馨

さ
ん
が
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
講
演
。
楽
し
い
寸

劇
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

日
時
　
７
月
４
日
㈰
　
13
時
〜

場
所
　
も
や
い
館
ホ
ー
ル

内
容
　
講
演
「
パ
パ
が
変
わ
れ

ば
地
域
が
変
わ
る
　
輝
け
★
み

な
ま
た
」
、
討
論
会
「
モ
ッ

ち
ゃ
ん
と
語
ろ
う
会
」

問
い
合
わ
せ
　
平
成
22
年
度
男

女
共
同
参
画
in
パ
レ
ア
・
水
俣

サ
テ
ラ
イ
ト
講
演
会
実
行
委
員

長
・
松
本
☎
63
ー
６
６
３
６

６
月
23
日
〜
29
日
は
国
の

男
女
共
同
参
画
週
間

　
今
年
の
標
語
は
次
の
３
点
。

●
話
そ
う
、
働
こ
う
、
育
て
よ

　
う
。
い
っ
し
ょ
に
。

●
す
べ
て
の
人
に
　
す
べ
て
の

　
チ
ャ
ン
ス
を

●
「
理
解
」
か
ら
さ
あ
「
実
践
」
へ

　
係
で
は
男
女
共
同
参
画
週
間

に
先
立
ち
、
市
立
図
書
館
で
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
紙
芝
居

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

★
紙
芝
居
／
６
月
12
日
㈯
14
時

〜
市
立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や

★
ブ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
／
〜
６
月

24
日
㈭

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
生
募
集

　
県
は
男
女

共
同
参
画
社

会
づ
く
り
に

つ
い
て
幅
広

い
知
識
と
行

動
力
を
備
え
、
積
極
的
に
地
域

で
活
躍
す
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
し
て
い
ま
す
。
主
に
県
主

催
の
関
東
地
方
へ
の
派
遣
研
修

会
を
実
施
し
て
お
り
、
旅
費
は

県
が
３
分
の
１
、
市
が
３
分
の

１
を
そ
れ
ぞ
れ
補
助
し
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
研
修
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
男
女
共

生
社
会
推
進
係
☎
61
ー
１
６
０

７
　

　

和
　
日
本
人
の
友
達
が
引
越
し
を
し
た

の
で
、
新
居
に
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
家
具
に
つ
い
て
話
題
に

な
り
、
私
が
水
俣
に
着
い
た
ば
か
り

の
時
の
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
気
づ
い
た
事
は
冷
蔵
庫
の

事
で
す
。
日
本
の
冷
蔵
庫
は
、
カ
ナ

ダ
の
も
の
と
比
べ
て
、
冷
凍
の
部
分

の
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
で
す
。
カ
ナ

ダ
で
は
、
冷
凍
は
必
要
で
す
か
ら
、

冷
凍
庫
の
ス
ペ
ー
ス
は
冷
蔵
庫
を
買

う
時
の
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
家
に
は
も

う
一
つ
冷
凍
専
用
の
冷
凍
庫
が
あ
り

ま
す
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
食
材
の
量
が

多
い
の
で
、
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い

と
、
た
く
さ
ん
は
入
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
肉
や
魚
は
た
く
さ
ん
保

存
し
ま
す
。
冷
凍
食
材
（
お
菓
子
作

り
の
食
材
や
、
冷
凍
惣
菜
）
も
い
ろ

い
ろ
入
っ
て
い
ま
す
。

　
多
分
、
皆
さ
ん
は
そ
ん
な
に
冷
凍

す
る
と
、
食
べ
き
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
ん
な
事
あ
り
ま
せ
ん
。
冷

凍
し
た
も
の
は
常
に
出
し
て
、
料
理

し
ま
す
の
で
、
冷
凍
庫
の
中
の
食
材

は
よ
く
入
れ
替
わ
り
し
て
い
ま
す
。

鮮
度
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は

り
冬
に
大
雪
に
な
る
事
も
多
い
の

で
、
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
時
の
た
め

に
常
に
食
材
が
あ
り
ま
す
。
一
安
心

で
す
。
多
分
そ
れ
が
私
の
習
慣
に
な
っ

ーvol.22-

国際交流員
サリー・チャンの

て
い
ま
す
の
で
、
必
ず

冷
凍
庫
に
た
く
さ
ん
の
食

材
を
入
れ
ま
す
。
減
っ
た
ら
、
ま
た

次
何
を
入
れ
る
か
を
考
え
ま
す
。

そ
し
て
日
本
の
よ
う
に
毎
日
買
い
物

を
す
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
。
週
一

回
買
い
物
を
す
る
方
が
多
い
で
す
。

そ
し
て
、
冷
蔵
庫
は
氷
が
製
造
で
き

る
冷
蔵
庫
も
多
い
で
す
。
氷
が
欲
し

い
と
き
に
、
ボ
タ
ン
を
押
す
と
氷
が

出
ま
す
。
そ
う
い
う
冷
蔵
庫
は
冷
水

も
製
造
で
き
ま
す
。
私
は
そ
う
い
う

水
は
冷
蔵
庫
の
に
お
い
が
し
て
嫌
い

で
す
の
で
、
飲
ま
な
い
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
オ
ー
ブ
ン
で
す
。
カ

ナ
ダ
で
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
下
は
絶
対

オ
ー
ブ
ン
が
付
い
て
い
ま
す
。
カ
ナ

ダ
人
は
お
菓
子
・
パ
ン
作
り
が
大
好

き
な
の
で
、
オ
ー
ブ
ン
が
な
い
と
ダ

メ
で
す
。
オ
ー
ブ
ン
が
あ
る
と
、
お

菓
子
や
パ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
ピ
ザ

や
焼
き
料
理
が
で
き
ま
す
。（
Ｂ
Ｂ
Ｑ

は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
専
用
の
グ
リ
ル
を
使
い
ま

す
）
私
の
友
達
の
何
人
か
は
日
本
の

家
が
オ
ー
ブ
ン
が
な
い
た
め
、
わ
ざ

わ
ざ
オ
ー
ブ
ン
を
買
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
友
達
の
ア
パ
ー
ト
に
行
っ

た
ら
、
現
代
人
は
楽
な
生
活
を
過
ご

す
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
道
具
が
い

る
事
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
習

慣
が
違
う
為
に
、
使
う
道
具
も
違
う

と
分
か
り
ま
し
た
。

男
女
男
女

Information
６月１～７日は水道週間
水道なんでも相談受付☎63-2604
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就
業
場
所
　
環
境
学
習
情
報
交

流
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
九
州
新
水

俣
駅
構
内
）
ほ
か

職
種
　
観
光
案
内
・
旅
館
で
の

接
客
等
の
研
修
・
観
光
ガ
イ
ド

研
修
等

給
料
　
日
額
６
千
800
円
（
社
会

保
険
等
の
保
険
加
入
）

選
考
方
法
　
履
歴
書
等
に
よ
る

書
類
審
査
・
面
接

採
用
予
定
日
　
６
月
中
旬
予
定

締
切
日
　
６
月
10
日
㈭

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

水
俣
☎
62
ー
８
６
０
９

※

募
集
内
容
・
雇
用
条
件
等
詳

細
は
問
い
合
わ
せ

湯
の
児
海
水
浴
場
の
監
視
員

を
募
集
し
ま
す

勤
務
期
間
＆
時
間
　

７
月
17
日
㈯
〜

８
月
15
日
㈰
　

９
時
〜
17
時
（
実
働
４
時
間
の

２
交
代
制
・
台
風
な
ど
の
荒
天

時
は
休
み
の
場
合
あ
り
）

条
件
　
体
力
と
泳
ぎ
に
自
信
が

あ
り
、
携
帯
電
話
と
車
（
ま
た

は
バ
イ
ク
）
を
お
持
ち
の
方

賃
金
　
時
間
給
710
円
（
交
通
費

な
し
）

募
集
人
員
　
４
人
程
度

募
集
期
間
　
６
月
１
日
㈫
〜
18

日
㈮（
郵
送
の
場
合
18
日
必
着
）

申
込
方
法
　
履
歴
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送
（
書
類
審
査
で
選
考

さ
れ
た
方
の
み
後
日
面
接
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
867
ー

８
５
５
５
（
住
所
不
要
）
商
工

観
光
振
興
課
観
光
再
生
係
☎

61
ー
１
６
２
９
（
平
日
８
時
30

分
〜
17
時
15
分
）

九
州
統
一
マ
イ
バ
ッ
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語
募
集

　
九
州
７
県
で
は
、
毎
年
10
月

に
、
県
民
・
市
業
者
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
ご
み
減
量
を

推
進
す
る
た
め
、
マ
イ
バ
ッ
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
九
州
全
域
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
の
標
語
を
募
集
し

ま
す
。
入
賞
者
に
は
賞
金
や
副

賞
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
年

齢
（
学
年
）
・
電
話
番
号
・
職

業
と
標
語
を
記
入
し
て
郵
送
・

F
A
X
・
メ
ー
ル
で

締
切
日
　
６
月
30
日
㈬

応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
862
ー

８
５
７
０
熊
本
市
水
前
寺
６
丁

目
18
番
１
号
熊
本
県
廃
棄
物
対

策
課
☎
096
ー
333
ー
２
２
７
７
FAX

 

096
ー
383
ー
７
６
８
０
・ haikitai

saku@
pref.kum

am
oto.lg.jp

環
境
モ
デ
ル
都
市
市
民
講
座

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
」

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
気
を
つ
け
て

運
転
す
る
と
、
車
の
燃
費
が
大
幅

に
改
善
し
ま
す
！
ま
た
、
安
全
運

転
や
ガ
ソ
リ
ン
代
の
節
約
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
あ
な
た
も
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
参
加
無
料
。
た
だ
し
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時
　
６
月
20
日
㈰
　

13
時
〜
16
時
30
分

場
所
　
水
俣
自
動
車

学
校
（
山
手
町
）

内
容
　
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
基
本
を
学
習
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
の
運
転
を
体

験
、
普
段
の
運
転
と
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
で
の
運
転
を
比
較
（
グ
ラ

フ
で
視
覚
的
に
比
較
）

定
員
　
10
人
程
度

締
切
日
　
６
月
７
日
㈪

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
環
境
モ

デ
ル
都
市
推
進
課
☎
61
ー
１
６

４
７

から
お知らせです
から
お知らせです窓口窓口

環
境
環
境

「
味
の
駅
た
け
ん
こ
」
の 

管
理
者
を
募
集
し
ま
す

　
提
出
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で

必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

委
託
内
容
　
水
俣
港
港
湾
厚
生

会
館
（
味
の
駅
た
け
ん
こ
）
の

管
理
運
営

委
託
期
間
　
７
月
１
日
㈭
〜
来

年
３
月
31
日
㈭
（
予
定
）

応
募
資
格
　
市
内
に
本
拠
地
を

有
す
る
事
業
所
や
団
体
・
個
人

締
切
日
　
６
月
10
日
㈭
17
時

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
振
興

課
観
光
再
生
係
☎
61
ー
１
６
２
９

や
る
気
の
あ
る
人
大
募
集

緊
急
雇
用
対
策
事
業

　
雇
用
状
況
が
厳
し
い
中
、
市

で
は
国
の
緊
急
雇
用
創
出
基
金

事
業
を
観
光
物
産
協
会
エ
コ
み

な
ま
た
に
委
託
し
、
観
光
業
に

携
わ
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、

従
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
20
人
程
度

対
象
　
離
職
中
の
労
働
者
（
年

齢
不
問
）

観
光
観
光
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太
陽
光
発
電
・
太
陽
熱
温
水
器

の
設
置
を
補
助
し
ま
す

　
市
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の

方
に
補
助
金
を
出
し
て
太
陽
光

発
電
・
太
陽
熱
温
水
器
設
置
を

勧
め
て
い
ま
す
。
補
助
金
額
は

設
置
費
用
に
10
分
の
１
を
乗
じ

た
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

で
、
上
限
が
５
万
円
で
す
。
市

内
業
者
に
よ
る
設
置
な
ど
の
場

合
は
、
さ
ら
に
上
乗
せ
す
る
優

遇
措
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
月
末
頃
決
定
予
定
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
環
境
モ

デ
ル
都
市
推
進
課
☎
61
ー
１
６

４
７

10
月
１
日
、
国
勢
調
査
を

実
施
し
ま
す

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
・
世
帯
を

対
象
と
す
る
国
の
最
も
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。調
査
の
結
果
は
、

国
や
都
道
府
県
・
市
区
町
村
で

行
う
行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
学
術
・
教

育
機
関
、
企
業
な
ど
幅
広
い
分

野
で
利
用
さ
れ
、
私
達
の
暮
ら

し
に
活
か
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
☎
61
ー

１
６
０
６

地
籍
調
査
の
結
果
を
閲
覧

し
て
く
だ
さ
い

　
平
成
21
年
度
に
地
籍
調
査
を

行
っ
た
地
区
に
つ
い
て
、そ
の
結

果
を
公
表
し
ま
す
。

閲
覧
期
間
　
６
月
７
日
㈪
〜
27

日
㈰
　
９
時
〜
17
時（
毎
週
土
曜

日
は
休
み
）

場
所
　
市
役
所
新
館
１
階
地
籍

調
査
推
進
室

閲
覧
対
象
地
区

調
査
調
査

Information
６月１～７日は水道週間
啓発グッズプレゼント☎63-2234

越
小
場

古

　里

    

　　　袋

二
木
、市
木
、中
尾
、板
橋
、

長
嵜
、平
野
、乱
橋
、前
平
、

下
平
、苅
稲
、屋
敷
、前
田
、

向
田
、宮
下
、道
端

大
平
、中
村
、新
開
、大
丸
、

堂
山
、日
添
、有
木
、岩
下
、

田
頭
、平
小
場
、月
石
、

栗
木
、永
谷
、立
山
、瀧
山
、

板
橋
、松
山
、市
木
、前
平
、

車
道
、榎
迫
、城
山
、丸
山
、

竹
小
場
、井
平
、音
平
、

城
平
、下
平
、高
寺
、茶
木
、

尾
廻
、堂
前
、出
口
、逃
口
、

向
田
、金
山
、段
平

南
志
水
、岡
山
、大
原

問い合わせ　税務課地籍調査推進室 61ー1609
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防
災
防
災

から
お知らせです
から
お知らせです窓口窓口
平
成
22
年
度
水
俣
市
消
防

点
検
成
績
＆
表
彰
結
果

●
規
律
・
放
水
競
技
成
績

【
規
律
の
部
】

優
勝
　
第
６
分
団

【
ポ
ン
プ
車
の
部
】

優
勝
　
第
５
分
団
第
15
部

２
位
　
第
４
分
団
第
20
部

３
位
　
第
３
分
団
第
５
部

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

優
勝
　
第
６
分
団
第
12
部

２
位
　
第
３
分
団
第
19
部

３
位
　
第
５
分
団
第
６
部

　 

   ●
消
防
庁
長
官
表
彰 

 
 

永
年
勤
続
功
労
章
（
勤
続
25
年
以
上
で

成
績
優
秀
で
他
の
模
範
と
な
る
者
） 

①
ー
８
団
員
　
竹
下
時
雄

④
分
団
長
　
滝
下
幸
伸

④
ー
20
団
員
　
木
村
一
男

１
号
報
彰（
勤
続
25
年
以
上
の
退
職
者
）

元
団
長
　
坂
本 

　
至

元
副
団
長
　
森
山
伸
一

①
ー
１
元
部
長
　
塩
﨑
達
朗

①
ー
７
元
班
長
　
前
田
一
彦

①
ー
８
元
副
部
長
　
湯
川
久
士

④
元
副
分
団
長
　
勝
目
健
二

⑤
元
分
団
長
　
山
内
文
男

⑥
ー
13
元
部
長
　
吉
野
淳
一

⑦
ー
23
元
部
長
　
山
下
幹
男

２
号
報
彰
（
15
年
以
上
勤
続
25
年
未
満

の
退
職
者
） 
 

 

①
ー
１
元
班
長
　
益
田
直
敏

①
ー
７
元
団
員
　
宮
崎
文
雄

①
ー
８
元
班
長
　
小
島
道
晃

①
ー
９
元
班
長
　
山
下
義
行

②
ー
22
元
部
長
　
園
村
愼
治

②
ー
22
元
班
長
　
森
　
健
二

②
ー
22
元
班
長
　
登
川
博
英

③
ー
19
元
班
長
　
金
子
政
則

③
ー
19
元
班
長
　
宮
尾
伸
二

④
ー
18
元
副
部
長
　
前
嶋
直
人

⑥
ー
11
元
団
員
　
前
田
陽
治

⑥
ー
12
元
副
部
長
　
髙
橋
博
道

⑥
ー
12
元
班
長
　
髙
橋
信
弥

⑦
ー
23
元
部
長
　
白
坂
正
勝

⑦
ー
24
元
班
長
　
寒
川
修
治

●
熊
本
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
（
消
防
歴
25
年
以
上

を
有
し
、
成
績
が
優
秀
な
者
）

①
ー
１
班
長
　
紙
漉
昭
夫

①
ー
９
班
長
　
今
村
幸
一

③
ー
５
部
長
　
丸
山
　
穣

④
副
分
団
長
　
山
田
泰
三

⑤
副
分
団
長
　
渕
﨑
和
己

⑤
ー
15
班
長
　
永
野
　
治

⑥
ー
11
部
長
　
淵
﨑
義
明

⑦
副
分
団
長
　
中
村
勝
文

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
績
章（
消
防
歴
25
年
以
上
の
分
団
長
）

②
分
団
長
　
石
牟
禮
亮
治

⑤
分
団
長
　
吉
海
一
覚

勤
続
章
（
30
年
職
務
に
精
励
し
た
者
）

②
分
団
長
　
石
牟
禮
亮
治

④
分
団
長
　
滝
下
幸
伸

●
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
（
消
防
歴
20
年
以
上
を
有

す
る
者
）

①
ー
１
団
員
　
岩
井
徳
光

①
ー
７
班
長
　
宮
﨑
博
巳

①
ー
７
団
員
　
山
内
秀
市

①
ー
９
班
長
　
谷
口
睦
男

②
副
分
団
長
　
齊
藤
正
文

②
ー
２
団
員
　
副
島
一
浩

②
ー
３
団
員
　
田
島
和
博

②
ー
３
団
員
　
内
野
悦
也

③
ー
４
班
長
　
坂
本
成
之

④
ー
17
副
部
長
　
佐
藤
哲
也

④
ー
17
班
長
　
溝
口
一
成

④
ー
17
団
員
　
川
中
敬
治

④
ー
18
団
員
　
荒
木
康
一

④
ー
18
団
員
　
境
　
淳
一

④
ー
20
班
長
　
一
期
﨑
智
太
郎

⑤
ー
15
班
長
　
蓑
毛
俊
洋

⑥
ー
12
班
長
　
高
橋
敬
二

⑦
ー
23
団
員
　
寒
川
幸
徳

⑦
ー
23
団
員
　
寒
川
満
広

⑦
ー
24
団
員
　
古
里
富
義

勤
績
章（
消
防
歴
15
年
以
上
を
有
す
る
者
）

①
ー
７
団
員
　
松
本
裕
二

①
ー
８
班
長
　
山
内
一
也

①
ー
９
団
員
　
前
川
祐
二

①
ー
９
団
員
　
大
平
賢
治

②
ー
３
団
員
　
赤
松
昇
一

②
ー
３
団
員
　
宮
内
昭
人

②
ー
22
班
長
　
藏
薗
浩
一

③
ー
４
団
員
　
榮
永
哲
久

④
ー
20
班
長
　
志
水
秀
一

④
ー
20
団
員
　
緒
方
智
広

⑤
ー
16
部
長
　
渕
上
友
行

⑤
ー
16
団
員
　
緒
方
保
昭

⑤
ー
16
団
員
　
山
口
友
和

⑥
ー
10
副
部
長
　
上
田
広
喜

⑥
ー
10
班
長
　
吉
本
順
次

⑥
ー
10
班
長
　
渕
上
祐
二

⑥
ー
12
団
員
　
溝
口
英
和

 
 

 

●
感
謝
状
（
協
会
の
会
長
、
副
会
長
及

び
常
任
理
事
を
辞
し
た
者
・
30
年
以
上

在
籍
し
、消
防
団
長
の
職
を
辞
し
た
者
）

元
団
長
　
坂
本
　
至

●
団
長
表
彰

感
謝
状（
退
職
し
た
分
団
長
、副
分
団
長
）

③
分
団
長
　
窪
田
　
豊

⑥
分
団
長
　
松
本
春
雄

⑥
副
分
団
長
　
小
木
博
志

永
年
勤
続
表
彰
30
年
（
消
防
歴
30
年
以

上
を
有
す
る
団
員
）

①
分
団
長
　
渕
上
宏
晶

②
分
団
長
　
石
牟
禮
亮
治

⑥
分
団
長
　
松
本
春
雄

※

25
年
以
下
省
略  

 

●
５
ヵ
年
無
火
災
表
彰 

 
 

第
２
分
団
第
３
部  

 

第
３
分
団
第
19
部  

 

●
優
良
分
団
長
、
優
良
部
長
表
彰

④
副
分
団
長
　
山
田
泰
三

 
 

 

●
音
楽
隊
員
永
年
勤
続
表
彰
15
年
（
音

楽
隊
員
歴
15
年
以
上
を
有
す
る
者
）

④
ー
18
（
ド
ラ
ム
）
山
田
敏
郎

④
ー
20
（
隊
長
）
宮
本
英
明

※

10
年
以
下
省
略

　
そ
の
他
の
永
年
勤
続
表
彰
、
優
良
団

員
表
彰
等
に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
防
災
危
機
管
理

室
☎
61
ー
１
６
０
４

田
島
和

田
島
和

田
島
和和
博博

内
野
悦

内
野
悦

内
野
悦

内
野

也也也

消防団員募集!!
詳しくは総務課防災危機管理室へ

 《
表
彰
受
章
者
記
載
例
》

　所
属
、
階
級
、
氏
名
の
順
に
記
載

   （
所
属
は
第
３
分
団
第
４
部
の
場
合
、

　

 

③
ー
４
と
記
載
）
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健康応援
レシピ

生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
！！

♥
あ
な
た
の
生
活
習
慣
は
大
丈
夫
？

　
次
に
あ
て
は
ま
る
項
目
を
数
え
て

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
食
事
】

□
朝
食
を
抜
く
こ
と
が
多
い

□
早
食
い
で
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
る

□
夜
食
や
間
食
を
と
る
こ
と
が
多
い

□
食
事
時
間
が
不
規
則

□
味
の
濃
い
も
の
や
脂
っ
こ
い
も
の

　
が
好
き
だ

□
野
菜
は
嫌
い
で
あ
ま
り
食
べ
な
い

□
お
菓
子
や
甘
い
飲
み
物
は
毎
日
欠

　
か
せ
な
い

□
空
腹
で
は
な
く
て
も
目
の
前
に
食

　
べ
物
が
あ
る
と
口
に
入
れ
て
し
ま
う

□
空
腹
で
は
眠
れ
な
い
の
で
、
つ
い

　
つ
ま
み
食
い
を
し
て
し
ま
う

□
一
度
に
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
き
と

　
少
し
し
か
食
べ
な
い
と
き
が
あ
る

□
ほ
ぼ
毎
日
晩
酌
を
す
る

【
運
動
】

□
最
近
ほ
と
ん
ど
運
動
を
し
て
い
な
い

□
１
日
の
歩
行
時
間
は
１
時
間
未
満

□
同
世
代
の
人
と
比
べ
て
歩
く
速
度

　
が
遅
い
ほ
う
だ

□
仕
事
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
中
心
だ

□
こ
ま
め
に
家
事
を
こ
な
す
ほ
う
で

　
は
な
い

□
階
段
よ
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス

　
カ
レ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る

□
近
場
で
も
つ
い
乗
り
物
に
乗
っ
て

　
し
ま
う

□
電
車
や
バ
ス
で
は
な
る
べ
く
座
ろ
う

　
と
す
る

【
喫
煙
】

□
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る

♥
生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
の
合
計
結
果

▼
０
〜
４
項
目
あ
て
は
ま
る
方

　
ほ
ぼ
健
康
体
を
維
持
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
今

の
状
態
を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
方
は

禁
煙
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
体
の

総
点
検
を
す
る
意
味
で
も
毎
年
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
５
〜
９
項
目
あ
て
は
ま
る
方

　
要
注
意
で
す
。
日
常
生
活
の
見
直
し

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
あ
て
は
ま
る

項
目
の
う
ち
、
改
善
す
る
と
し
た
ら
何

が
で
き
そ
う
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
わ
せ
て
、
健
診
も
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
診
は
あ
な
た
が
普
段
気
づ
く
こ
と
の

で
き
な
い
体
の
異
常
も
わ
か
り
ま
す
。

必
ず
や
あ
な
た
の
生
活
改
善
の
後
押
し

と
な
り
ま
す
。

▼
10
項
目
以
上
あ
て
は
ま
る
方

　
す
で
に
メ
タ
ボ
の
可
能
性
が
高
い
よ

う
で
す
。「
今
は
ま
だ
大
丈
夫
」
と
い

う
方
で
も
、
こ
の
ま
ま
の
生
活
を
続
け

て
い
れ
ば
10
年
〜
20
年
後
に
は
高
い
確

率
で
生
活
習
慣
病
に
な
る
で
し
ょ
う
。

日
常
生
活
を
見
直
し
、
毎
年
必
ず
健
診

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
未
来

が
健
康
で
明
る
い
も
の
に
な
る
か
は
、

今
の
あ
な
た
次
第
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金
医
療
保

険
係
☎
61
ー
１
６
３
３

W
e can m

ake the eco-m
odel city  

 

チヤリぞ〜のエコ
日記
ー③ー

                    

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
編

６
月
△
日

　雨
と
き
ど
き
雷

　
雨
降
り
の
昨
日
、

お
父
さ
ん
が
突
然
、

「
父
の
日
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
で
車
を
エ

コ
カ
ー
に
買
い
換

え
て
も
い
い
か

な
？
」
っ
て
お
母
さ
ん
に
お
願
い
し

た
ら
、「
そ
の
前
に
も
っ
と
や
る
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
！
ま
ず
は
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
に
気
を
つ
け
な
さ
い
」
っ
て
怒

ら
れ
て
た
よ
。

　
し
ょ
げ
て
る
お
父
さ
ん
に
、「
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
っ
て
何
？
」
っ
て
聞
い
た
ら
、

“

環
境
と
人
に
や
さ
し
い
運
転”

の

こ
と
な
ん
だ
っ
て
。
例
え
ば
ね
、

①
ゆ
っ
く
り
発
進

　
普
通
の
発
進
よ
り
少
し
緩
や
か
に

発
進
す
る
（
目
安
：
最
初
の
５
秒
で

時
速
20
キ
ロ
）
だ
け
で
、
燃
費
が
１

割
改
善
！
す
る
ん
だ
っ
て
。

②
加
減
速
の
少
な
い
運
転

　
車
間
距
離
に
余
裕
を
持
っ
て
、
で

き
る
だ
け
速
度
変
化
の
少
な
い
運
転

を
し
よ
う
！
乗
っ
て
い
る
人
に
も
や

さ
し
い
よ
。

③
早
め
の
ア
ク
セ
ル
オ
フ

　
早
め
に
ア
ク
セ
ル
か
ら
足
を
離
し

て
、
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
で
減
速
す

る
と
い
い
ん
だ
っ
て
。

④
空
ぶ
か
し
を
や
め
る

　
待
ち
合
わ
せ
や
荷
物
の
積
み
下
ろ

し
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
と
き
の
空

ぶ
か
し
を
や
め
よ
う
！

⑤
エ
ア
コ
ン
を
使
い
す
ぎ
な
い

　
こ
ま
め
に
温
度
や
風
の
量
を
調
節

す
る
と
い
い
よ
。

⑥
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
チ
ェ
ッ
ク

　
空
気
圧
が
足
り
な
か
っ
た
ら
、
燃

費
が
悪
く
な
る
ん
だ
っ
て
。

⑦
違
法
駐
車
は
や
め
よ
う

　
交
通
の
妨
げ
に
な
る
場
所
で
の
駐

車
は
、
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
た
り
し
て
、

余
分
な
排
出
ガ
ス
を
出
す
こ
と
に
つ

な
が
る
ん
だ
っ
て
。

　
他
に
も
、⑧
要
ら
な
い
荷
物
は
積
ま

な
い
、⑨
暖
機
運
転
は
適
切
に
、⑩
道

路
交
通
情
報
を
活
用
す
る
、
と
い
っ

た
こ
と
が
あ
る
よ
。

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
も
い
ろ
ん
な
も

の
が
あ
る
ん
だ
な
ぁ
。

　
お
母
さ
ん
は
お
父
さ
ん
に
、
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
で
お
財
布
に
も
や
さ
し
い

運
転
を
し
な
さ
い
っ
て
言
っ
て
ん
だ

ろ
う
な
。

　
よ
し
っ
、
今
日
は
雨
だ
か
ら
、
し
ょ

げ
て
る
お
父
さ
ん
を
誘
っ
て
、
み
な

く
る
バ
ス
で
遊
び
に
い
こ
〜
っ
と
！

行
っ
て
き
ま
ー
す
！！

※
今
月
の
市
民
講
座
で
は
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
14
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
　
環
境
モ
デ
ル
都
市
推

進
課
☎
61
ー
１
６
４
７

※
チ
ャ
リ
ぞ
〜
は
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
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水
俣
の
偉
人
徳
富
蘇
峰

の
記
念
碑
め
ぐ
り

　
水
俣
が
誇
る
文
豪
・
徳
富

蘇
峰
ゆ
か
り
の
記
念
碑
を
巡
り

ま
せ
ん
か
？
10
月
ま
で
の
毎
月

１
・
15
日
に
実
施
予
定
で
す
。

日
時
　
６
月
15
日
㈫
・
７
月

１
日
㈭
　
８
時
集
合
（
8
時

30
分
出
発
）

場
所
　
蘇
峰
記
念
館
（
市
役

所
駐
車
場
前
）

定
員
　
７
人

参
加
料
　
２
千
円
（
昼
食
代
）

順
路
　
袋
天
満
宮
↓
陣
の
坂

↓
八
幡
宮
↓
薄
原
↓
亀
嶺
峠

↓
１
日
は
三
笠
屋
蘇
峰
の
間
、

15
日
は
福
田
農
場
で
昼
食

締
切
日
　
開
催
日
の
前
日
（
休

館
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
徳
富

蘇
峰
・
蘆
花
生
家
☎
62
ー
５

８
９
９
（
月
曜
休
館
）

無
田
湿
原
の
保
護
に

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い

　
市
指
定
天
然
記
念
物
で
あ

る
無
田
湿
原
に
は
、
希
少
な

植
物
が
自
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
保
護
の
た
め
に
草
刈
り

作
業
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
作
業
に
参
加
し
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
気
持
ち
の
い

い
汗
を
流
し
、
環
境
保
護
に

ひ
と
役
買
（
刈
）
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
６
月
26
日
㈯
　
９
時

〜
11
時
　※

雨
天
中
止

場
所
　
無
田
湿
原
（
現
地
集

合
）

内
容
　
作
業
（
ヨ
シ
刈
り
取

り
な
ど
）

持
参
品
　
作
業
着
・
長
靴
・
鎌
・

軍
手
な
ど
作
業
に
必
要
な
道

具
、
水
筒
、
虫
除
け
ス
プ
レ
ー

な
ど

締
切
日
　
６
月
22
日
㈫
ま
で

に
電
話
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
生
涯

学
習
課
☎
61―

１
６
３
９

小
学
生
国
際
交
流
事
業

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
国
際
交
流
員
の
サ
リ
ー
・

チ
ャ
ン
や
そ
の
仲
間
達
と
交

流
し
な
が
ら
色
々
な
体
験
を

し
ま
す
。
こ
の
夏
、
楽
し
み

な
が
ら
少
し
だ
け
英
語
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
日
　
７
月
29
日
㈭
〜
30
日
㈮

場
所
　
霧
島
自
然
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
３
千
500
円
（
水
俣

国
際
交
流
協
会
の
会
員
は
２

千
円
）

内
容
　
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
、
グ

ル
ー
プ
活
動
、
乗
馬
体
験
、

英
語
を
使
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
を
予
定

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
性
別
・
学
校
名
・
学
年
・

保
護
者
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
（
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
問
い
合
わ
せ
。
な
お
、

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

締
切
日
　
６
月
25
日
㈮
必
着

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　〒
867
ー

８
５
５
５
（
住
所
不
要
）
水

俣
市
企
画
課
内
水
俣
国
際
交

流
協
会
☎
61
ー
１
６
０
６

 暮
ら
し
の

　
　情
報

暮
ら
し
の

　
　情
報

◎税務課
　市民税係☎61ー1610
　収納対策室☎61ー1630
　固定資産税係☎61ー1620
◎市民課
　戸籍住民係☎61ー1611
　年金医療保険係☎61ー1633
◎福祉課
　総務係☎61ー1640
　障がい者支援係☎61ー1650
　子育て支援係☎61ー1660
　生活支援係☎61ー1670
◎環境モデル都市推進課
　環境モデル都市推進係☎61－1647
　環境衛生係☎61ー1613
　環境クリーンセンター☎62ー4101
◎健康高齢課☎63ー3202
◎都市政策課建築住宅係☎61ー1621
◎土木課道路維持管理室☎61ー1625
◎下水道課☎61ー1627
◎水道局☎63ー2604
◎教育総務課☎61ー1637

※その他の窓口は☎63ー1111へお尋ねく
　ださい。

募集

サリーがみんなを
待ってるよ～♥

♪
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登録ヘルパー募集 1時間でも2時間でもOKです

資格：ヘルパー2級以上
時間：介護保険制度のケアプランに基づく時間とご本人の
　　　働ける時間帯となります。
時給：身   体 介  護　1,300円
　　　生   活 介  護　1,000円
　　　ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ参 加   1,000円相当（月1回）

詳細はお問い合わせください。　水俣協立病院・ヘルパーステーション協立　
                                TEL ０９６６ （６３) １７０４　 FAX ０９６６（６２) ２０４４　 担当山近

公
民
館
に
集
ま
ろ
う
！

市
民
教
室
受
講
生
募
集

開
講
時
期
　
７
月

内
容
　
左
表
参
照

資
格
　
市
内
在
住
・
在
職
の
方
。

た
だ
し
平
成
19
〜
21
年
度
に

３
年
連
続
で
同
じ
教
室
を
受

講
し
た
方
は
、
そ
の
教
室
へ

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

申
込
方
法
　

①
希
望
講
座
名

②
郵
便
番
号

③
住
所

④
電
話
番
号

⑤
氏
名

⑥
年
齢
⑦
性
別
を
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
ま
た
は
直
接
来
館
（
電

話
不
可
）

締
切
日
　
６
月
10
日
㈭
（
多

数
の
場
合
抽
選
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　〒
867
ー

０
０
６
５
水
俣
市
浜
町
２
丁

目
10
番
26
号
水
俣
市
公
民
館

☎
63
ー
８
４
０
２

「
傾
聴
」
に
関
す
る
講
演
会

参
加
者
募
集

　
話
を
聴
く
こ
と
で
心
の
ケ

ア
を
す
る
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
が
全
国
で
脚
光
を
浴
び

て
い
ま
す
。

　
心
を
込
め
て
話
を
聴
く
こ

と
で
、
相
手
の

不
安
を
和
ら
げ

親
し
く
な
り
、

お
互
い
の
生
き

が
い
づ
く
り
に

も
つ
な
が
る
活

動
で
す
。
こ
の
「
聴
き
方
」

の
技
術
を
覚
え
れ
ば
、
色
々

な
場
面
で
の
人
間
関
係
も
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
も
の
で
す
。

　
相
手
の
話
に
目
と
耳
、
そ

し
て
心
を
活
用
し
、
相
手
の

気
持
ち
を
理
解
す
る
「
聴
き

方
」
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？
参
加
無
料
。

日
時
　
６
月
12
日
㈯
　
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
市
公
民
館

演
題
　「
今
な
ぜ
傾
聴
か
！
〜

何
か
困
っ
た
人
の
助
け
に
な

り
た
い
時
、
あ
な
た
な
ら
ど

う
聴
い
て
あ
げ
ら
れ
ま
す

か
？
〜
」
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ

ア
サ
ポ
ー
ト
キ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
協
会
代
表
・
菊
池
美

保
子
さ
ん

定
員
　
80
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
62
ー

３
０
３
０

※

講
演
に
引
き
続
き
希
望
者

に
は
５
回
の
「
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
催
。

詳
細
は
当
日
説
明
し
ま
す
。

【
有
料
広
告
】

料 理 教 室

書 道 教 室

パッチワーク
教 室

絵染め教室

健康ダンス
教 室

野口フラダ
ン ス 教 室

松永フラダ
ン ス 教 室

健康太極拳
教 室

ペン画教室

3B体操教室

初 級 社 交
ダンス教室

絵 て が み
教 室

初心者アコ
ースティック
ギター教室

音 読 教 室

初級パソコン
教 室

中級パソコン
教 室

①月２回／第１・３㈭10:00～12:00
②14回③30人④2,500円⑤実費

①月２回／第２・４㈫19:00～21:00
②14回③30人④2,500円⑤実費

①月２回／第２・４㈬13:00～15:00
②14回③30人④2,500円⑤実費

①月２回／第２・４㈭13:00～15:00
②14回③30人④2,500円⑤実費

①月２回／第１・３㈭９:30～11:30
②14回③30人④ 2,500円⑤実費

①月２回／第１・３㈬10:00～12:00
②14回③30人④2,500円⑤実費

①月２回／第１・３㈫10:00～12:00
②14回③30人④2,500円⑤実費

①月２回／第２・４㈮19:30～21:30
②14回③30人④2,500円⑤実費

①月２回／第１・３㈬13:30～15:30
②14回③30人④2,500円⑤実費

①月２回／第２・４㈫13:30～15:30
②14回③30人④2,500円⑤実費

①月２回／第２・４㈫19:30～21:30
②14回③20人④無料⑤実費

①月２回／第３・４㈮13:00～15:00
②14回③25人④2,500円⑤実費

①月２回／第２・４㈬19:30～21:30
②14回③15人④2,500円⑤実費

①月２回／第２・４㈯13:30～15:30
②14回③10人④無料⑤なし

①７～９月の全10回毎週㈪19:00～
21:00②10回③20人④2,000円⑤実費

① 10～12月の全10回毎週㈪19:00～
21:00②10回③20人④2,000円⑤実費

◆市公民館「市民教室」一覧◆
見方／①開講日時②回数③定員④受講料⑤教材費
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と
も
に
歩
ん
で
50
年
！

金
婚
夫
婦
大
募
集

　
金
婚
式
を
迎

え
る
夫
婦
を
市

が
表
彰
し
ま
す
。

今
年
で
結
婚
50

周
年
に
な
る
夫

婦
は
、
自
治
協
力
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ

の
際
は
熊
本
日
日
新
聞
に
氏

名
が
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

対
象
　
①
昭
和
35
年
に
結
婚

し
年
内
（
１
月
１
日
〜
12
月

31
日
）
に
満
50
年
に
達
し
た
、

ま
た
は
達
す
る
夫
婦
②
昭
和

34
年
以
前
に
結
婚
し
、
ま
だ

表
彰
を
受
け
て
い
な
い
夫
婦

締
切
日
　
７
月
５
日
㈪

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
☎
61
ー

１
６
０
３

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（
税
務
）
試
験
受
験
者
募
集

　
申
込
用
紙
は
人
事
院
九
州

事
務
局
・
熊
本
国
税
局
・
税

務
署
に
備
え
て
い
ま
す
。
詳

細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

資
格
　
平
成
元
年
４
月
２
日

〜
平
成
５
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
方
で
学
歴
不
問

試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程

度受
付
期
間
　
６
月
22
日
㈫
〜

29
日
㈫（
通
信
日
付
印
有
効
）

一
次
試
験
日
　
９
月
５
日
㈰

問
い
合
わ
せ
　
人
事
院
九
州

事
務
局
☎
092
ー
431
ー
７
７
３

３
・
熊
本
国
税
局
☎
096
ー
354
ー

６
１
７
１
・
八
代
税
務
署
総

務
課
☎
０
９
６
５
ー
32
ー
３

１
４
１

小
原
流
伝
統
文
化
い
け
ば
な

こ
ど
も
教
室
生
徒
募
集

　
文
化
庁
の
委
託
事
業
。
伝

統
文
化
を
体
験
し
た
い
小
学

１
年
生
〜
中
学
３
年
生
を
募

集
し
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
２
・
４
土
曜

日
（
初
回
は
６
月
12
日
㈯
10

時
〜
）

場
所
　
徳
富
蘇
峰･

蘆
花
生
家

参
加
料
　
１
回
700
円
程
度

持
参
品
　
新
聞
紙
・
小
さ
い

タ
オ
ル
・
ご
み
袋
・
筆
記
具

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
小
原

流
・
渡
辺
☎
63
ー
０
６
３
８

第
55
回
恋
龍
祭
へ
の

参
加
者
大
募
集

　
今
年
の
恋
龍
祭

は
、
７
月
18
日
㈰

に
開
催
決
定
！

た
だ
い
ま
パ
レ
ー
ド
、
ハ
イ

ヤ
・
ブ
ギ
コ
ン
テ
ス
ト
、
市

民
総
踊
り
へ
の
参
加
団
体
を

大
募
集
し
て
い
ま
す
。
暑
い

夏
を
吹
き
飛
ば
す
、
水
俣
の

祭
り
好
き
、
集
ま
れ
！

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

商
工
会
議
所
内
市
民
総
踊
り

部
会
事
務
局
（
総
踊
り
＆
ハ

イ
ヤ
・
ブ
ギ
コ
ン
テ
ス
ト
）☎

63
ー
２
１
２
８

商
工
観
光
振
興
課
内
パ
レ
ー

ド
部
会
事
務
局（
パ
レ
ー
ド
）

☎
61
ー
１
６
２
８

池
坊
伝
統
文
化
子
ど
も

い
け
ば
な
教
室
生
徒
募
集

 
　「
文
化
庁
委
託
事
業
・
伝

統
文
化
子
ど
も
教
室
」
の
採

択
を
受
け
、
池
坊
い
け
ば
な

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し

く
お
花
を
生
け
な
が
ら
、
や

さ
し
い
心
の
育
成
と
文
化
の

大
切
さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
毎
月
第
２
・
４
土
曜

日
（
初
回
は
６
月
12
日
㈯
９

時
〜
）

場
所
　
５
区
公
民
館

対
象
　
小
学
１
年
生
〜
中
学

３
年
生

参
加
料
　
花
代
（
１
回
700
円

程
度
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
池
坊

水
俣
支
部
・
山
尾
☎
＆
FAX 

63

ー
６
０
３
０

放
送
大
学
10
月
生
を
募

集
し
ま
す

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
22

年
度
第
２
学
期（
10
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働

き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。
資
料
を
無

料
で
差
し
上
げ
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

締
切
日
　
８
月
31
日
㈫

問
い
合
わ
せ
　
放
送
大
学
熊

本
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
096
ー
341
ー

０
８
６
０

【
有
料
広
告
】
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【
有
料
広
告
】

土
日
限
定
ス
ウ
ィ
ー
ツ
喫
茶

「
棚
カ
フ
ェ
」オ
ー
プ
ン
！

　
愛
林
館
レ
ス
ト
ラ
ン
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！
好

評
の
タ
イ
カ
レ
ー
な
ど
の
定

番
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
土
日

限
定
ス
ウ
ィ
ー
ツ
が
新
た
に

登
場
。
野
菜
を
使
っ
た
ベ
ジ

ス
ウ
ィ
ー
ツ
や
旬
の
果
物
を

使
用
し
た
冷
た
い
デ
ザ
ー
ト

な
ど
地
元
の
物
を
た
く
さ
ん

盛
り
込
ん
だ
体
に
嬉
し
い
こ

だ
わ
り
デ
ザ
ー
ト
で
す
。
水

俣
産
紅
茶
や
挽
き
た
て
コ
ー

ヒ
ー
と
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

営
業
日
時
　
毎
週
土
日
と
祝

日
　
11
時
〜
16
時
（
６
月
19

日
㈯
オ
ー
プ
ン
）

※

市
報
を
提
示
し
た
方
は
棚

カ
フ
ェ
セ
ッ
ト
700
円
を
100
円

引
き
。
ま
た
６
月
19
・
20
日

に
カ
レ
ー
を
ご
注
文
の
先
着

10
組
に
ミ
ニ
デ
ザ
ー
ト
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
！

問
い
合
わ
せ
　

愛
林
館
☎
69

ー
０
４
８
５

第
１
回
高
齢
者
教
室
を

開
催
し
ま
す

　
高
齢
者
の
方
が
対
象
で
す

が
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
６
月
24
日
㈭
　
10
時

〜
11
時
30
分

場
所
　
市
公
民
館

演
題
　「
か
ら
だ
の
仕
組
み
と

転
倒
予
防
」／
医
療
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術

科
療
法
士
長
・
森
信
孝
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
市
公
民
館
☎

63
ー
８
４
０
２

歯
の
衛
生
週
間
に
無
料

歯
科
健
診
は
い
か
が
？

　
水
俣
芦
北
郡

市
歯
科
医
師
会

の
各
診
療
所
で

は
、
歯
の
衛
生

週
間
期
間
中
に
無
料
歯
科
健

診
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽

に
受
診
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
期
間
中
80
歳
で
健

康
な
20
本
以
上
の
歯
が
残
っ

て
い
る
方
の
８
０
２
０
運
動

の
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
わ
せ
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

期
間
　
６
月
４
日
㈮
〜
10
日
㈭

診
療
機
関
　
伊
藤
歯
科
・
出

来
田
歯
科
・
な
が
た
歯
科
・

み
の
だ
歯
科
・
浮
池
歯
科
・

深
水
歯
科
（
予
約
は
各
診
療

所
へ
）

内
容
　
無
料
歯
科
健
診
・
歯

科
用
品
進
呈
・
８
０
２
０
達

成
者
へ
の
粗
品
進
呈

問
い
合
わ
せ
　
な
が
た
歯
科

医
院
☎
63
ー
２
６
７
１

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

開
催
の
ご
あ
ん
な
い

　
若
い
人
か
ら
年
配
者
ま
で
、

体
力
に
合
わ
せ
リ
ズ
ム
に

乗
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
足
腰

を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
社

交
ダ
ン
ス
（
現
在
は
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
と
言
い
ま
す
）パ
ー

テ
ィ
ー
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
つ
も
り
で
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
19
日
㈯
　
18
時

30
分
〜
21
時

場
所
　
も
や
い
館
ホ
ー
ル

参
加
料
　
500
円

問
い
合
わ
せ
　
さ
わ
や
か
ダ

ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
水
俣
・
宮
本

☎
63
ー
１
７
９
２

第
38
回
水
俣
市
・
葦
北
郡
各

町
対
抗
陸
上
競
技
大
会
開
催

　
郡
市
陸
上
大

会
を
開
催
し
ま

す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
応
援
を

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時
　
６
月
６
日
㈰
　
９
時

30
分
〜

場
所
　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
陸

上
競
技
場

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
☎
63
ー
９

３
１
１

第
26
回
健
康
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
６
月
19
日
㈯
　
14
時

〜
16
時

場
所
　
も
や
い
館
ホ
ー
ル

内
容
　
健
康
講
話
「
な
ぜ
か

ら
始
ま
る
Ｗ
Ｈ
Ｙ
の
人
生
」

／
㈱
Ｂ
Ｋ
Ｎ
代
表
岩
村
長
二

郎
さ
ん
、
健
康
体
操
「
元
気

ニ
コ
ニ
コ
体
操
」
／
日
本
花

架
拳
学
会
講
師
・
朝
岡
ツ
タ

子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
山
田
ク
リ

ニ
ッ
ク
☎
63
ー
５
１
８
８

催　し
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のの
今月のおすすめ It's  Nice!!

本本
ほんほん

虫虫
む
し
む
し

大切な人をどう看取るのか
ー終末期医療とグリーフケアー
／信濃毎日新聞社文化部
延命の選択、緩和ケア、在宅での看
取り、死別の悲しみとの向き合い方
…。患者や家族、医療・介護関係者
らそれぞれの立場から見つめ直す。
「信濃毎日新聞」連載「いのちを紡
ぐ」に用語解説や読者からの手紙を
付加し単行本化。

◎水俣市立図書館◎
水俣市浜町2-10-26　☎63-8401

 火曜日～金曜日９時～19時（土日は17時まで）
休館日／月曜日・第４木曜日・年末年始（月曜日が祝日のときは
                火曜日）。６月は７・14・21・24・28日。

めざせ！日本一の読書のまちづくり
毎月第2・第4土曜日は「読書の日」

 

田
ん
ぼ
に
揺
ら
め
く
炎

頭
石
の
棚
田
の
あ
か
り

　
畦
に
並
べ
た
200
本
の
竹
に

灯
り
を
と
も
し
ま
す
。
頭
石

産
野
菜
や
お
に
ぎ
り
の
販
売

も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
駐
車
場
の
関
係
上

車
は
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
12
日
㈯
　
19
時

点
火

場
所
　
み
な
く
る
バ
ス
「
頭

石
」
停
留
所
そ
ば
（
み
な
く

る
バ
ス
頭
石
行
き
終
点
）

問
い
合
わ
せ
　
ふ
る
さ
と
水

と
土
指
導
員
・
勝
目
豊
☎
68

ー
０
２
４
６

水
俣
チ
ャ
ン
ポ
ン
に

投
票
を
お
願
い
し
ま
す

　
チ
ャ
ン
ポ
ン
探
求
会
は
、

九
州
じ
ゃ
ら
ん
・
西
日
本
新

聞
社
共
催
の
第
２
回
九
州
ご

当
地
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
、

水
俣
チ
ャ
ン
ポ
ン
を
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ポ

ン
で
ま
ち
を
元
気
に
！
皆
さ

ん
の
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
パ
ソ
コ
ン
か
ら
↓
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
「
九
州
ご
当
地

グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

し
て
必
要
事
項
を
記
入
く
だ

さ
い

②
携
帯
か
ら
↓
カ
メ
ラ
付
き

携
帯
の
バ
ー

コ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
で
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
応

募
フ
ォ
ー
ム
が
表
示
さ
れ
ま

す
。
じ
ゃ
ら
ん
６
月
号
か
西

日
本
新
聞
を
見
な
が
ら
必
要

事
項
を
入
力
く
だ
さ
い

③
ハ
ガ
キ
で
↓
下
記
の
要
領

で
必
要
事
項
を
記
入
し
て

〒
810
ー
８
７
２
１
福
岡
市
中

央
区
天
神
１
ー
４
ー
１
西
日

本
新
聞
社
企
画
推
進
部
「
九

州
ご
当
地
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ

リ
」
係
ま
で

締
切
日
　
６
月
20
日
㈰

問
い
合
わ
せ
　
チ
ャ
ン
ポ
ン

探
求
会
☎
62
ー
２
８
９
０

119
番
通
報
、
携
帯
電
話

か
ら
も
位
置
確
認
Ｏ
Ｋ

　
水
俣
消
防
署
は
５
月
20
日

か
ら
「
位
置
情
報
通
知
シ
ス

テ
ム
（
統
合
型
）」
を
導
入
し

ま
し
た
。

　
以
前
は
各
家
庭
に
あ
る
Ｎ

Ｔ
Ｔ
固
定
電
話
か
ら
の
119
番

通
報
に
限
り
、
通
報
者
の
位

置
が
消
防
本
部
通
信
指
令
室

の
地
図
上
に
表
示
可
能
で
し

た
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
導
入

に
よ
り
携
帯
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電

話
か
ら
も
通
報
者
の
位
置
が

自
動
的
に
表
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

消
防
車
や
救
急
車
の
現
場
到

着
が
早
ま
る
な
ど
の
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
　

　
た
だ
し
、
電
話
の
機
能
や

地
理
的
条
件
な
ど
に
よ
り
、

位
置
情
報
が
十
分
に
確
認
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
警

防
課
☎
63
ー
１
１
９
１

1Q84  BOOK3  10月ー12月  -a novel-　   村上春樹
超訳ニーチェの言葉　　　 フリードリヒ・ニーチェ
不等辺三角形　　                                         内田康夫
いいんだか悪いんだか　　                    　林真理子
嵐の夜の読書　　                                     　池澤夏樹

新13歳のハローワーク
／村上龍
現代をサバイバルするための
仕事の大百科。国語、社会、理
科、体育など好きな「教科」を
入口に様々な職業を紹介する。
2003 年刊「13 歳のハローワ
ーク」に 89 の職業を追加し、ペ
ージを大幅増量。

【一般書】

【児童書】

とどろヶ淵のメッケ　　   　　　　　　　　　     富安陽子
孝行手首ー当世落語風絵本ー　　　　    大島妙子
ザバ～ン！ーオ・ド・ロ・キ海百科ー　　          荒俣宏
きのうの夜、おとうさんがおそく帰った、そのわけは…　 市川宣子
ママ、お話読んで　 　               ローリ・M.エスリック

食ショック／読売新聞「食」ショック取材班

食糧自給率の低下や飽食、大量廃棄の現状、
揺らぐ食品の安全性などの問題を多角的に検
証し、日本が直面している危うい食糧事情に
警鐘を鳴らすとともに、日本の消費者が何を
すべきか考えていく、そんな内容の本です。
この本で今まで以上に食に関する理解を深め
ませんか？本書は 2008 年の１年間「読売新
聞」に掲載し反響を呼んだ年間連載企画「食
ショック」を再構成したものです。

図書館職員のオススメ! My  Recommend 

★今月の企画★
男女共同参画に関する紙芝居＆特設コーナーも！
日時＆場所　６月12日㈯ 14 時～「えほんのへや」

伝言板

①食べてみたいグルメ
②食べてよかった、
　また食べたいグルメ
③食べてガッカリした
　グルメ
　をそれぞれ３つまで

希望の商品番号１つ

郵便番号
住所
氏名
電話番号

た

防
課
☎
6

ショック取材班班

量廃棄の現状、、
を多角的に検検
い食糧事情にに
消費者が何をを
容の本です。
る理解を深め
年間「読売新新
連載企画「食食
す。

ススメ!スメ! My  Recommend

月の企画★
る紙芝居＆特設コーナーも！
日㈯ 14 時～「えほんのへや」

嵐の夜の読書　　                  

新13歳
／村上
現代を
仕事の
科、体育
入口に
2003 年
ーク」に
ージを

【児童書】

とどろヶ淵のメッケ　　   　　　　
孝行手首ー当世落語風絵本ー
ザバ～ン！ーオ・ド・ロ・キ海百

今月のおすすめ

大切な
ー終末期
／信濃
延命の選
取り、死別
…。患者
らそれぞ
「信濃毎
ぐ」に用語
付加し単

1Q84  BOOK3  10月ー12月  -
超訳ニーチェの言葉　　　 フ
不等辺三角形

【一般書】
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水
俣
に
こ
の

　
　
　
　あ
り

　
　34

人人

「
水
俣
に
こ
の
人
あ
り
」
は
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
が
ん
ば
る
人
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
今
月
の
「
人
」
の
取
材
で
も
そ
う
で
し
た
が
、

最
近
「
人
の
た
め
に
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
」
に

つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
先
日
、
あ
る
イ
ベ
ン

ト
の
際
に
、
大
切
な
指
輪
を
紛
失
し
ま
し
た
。

そ
の
場
に
い
た
同
僚
達
が
、
草
の
根
を
分
け
て

探
し
て
く
れ
た
ん
で
す
が
見
つ
か
ら
ず
。
い
つ

ま
で
も
探
し
そ
う
な
勢
い
だ
っ
た
の
で
申
し
訳

な
く
、
あ
き
ら
め
た
振
り
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
戻
っ
て
１
人
で
探
し
て
い
る
と
、
釣
り
を
し

て
い
た
年
配
の
男
性
５
〜
６
人
が
寄
っ
て
き
て

一
緒
に
探
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
嬉
し

く
て
「
こ
ん
な
事
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
〜
水
俣
っ

て
い
い
人
多
い
よ
ね
」
と
軽
い
気
持
ち
で
友
人

数
人
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
私
に

黙
っ
て
探
し
に
出
か
け
現
場
で
バ
ッ
タ
リ
鉢
合

わ
せ
し
た
と
か
。
そ
ん
な
ふ
う
に
、
私
の
知
ら

な
い
と
こ
ろ
で
探
し
て
く
れ
た
人
が
何
人
も
い

て
、
中
に
は
昼
と
な
く
夜
と
な
く
何
度
も
通
っ

て
く
れ
た
人
、
そ
の
度
に
「
ど
う
し
た
の
？
」

と
寄
っ
て
き
て
く
れ
た
散
歩
中
の
人
や
釣
り
人

が
い
た
そ
う
。
こ
ん
な
優
し
い
人
達
が
暮
ら
す

ま
ち
で
生
き
て
い
る
私
は
幸
せ
だ
な…

と
心
か

ら
思
い
ま
し
た
。
失
っ
た
も
の
よ
り
も
ず
っ
と

大
切
な
も
の
を
手
に
入
れ
た
気
が
し
ま
す
。

パソコン講師

中村泰造さん
　  （古城）

パソコン講師

中村泰造さん
　  （古城）

ペットペット

ウチの子自慢ウチの子自慢
編
集
後
記

編
集
後
記

 

愛

広
報
み
な
ま
た
　
2010年

（
平
成
22年

）
6月
1日
号

●
編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
〒
867-8555

熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
-１
-１
☎
0966-61-1655

●
印
刷
　
旭
印
刷
株
式
会
社

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.m
inam

atacity.jp/

人が行きかい、ぬくもりと活力ある「環境モデル都市みなまた」

　老
若
男
女
が
集
う
市
公
民
館
の
会
議
室

に
は
今
日
も
熱
気
が
立
ち
込
め
て
い
ま
す
。

　こ
こ
は
、
市
民
が
運
営
す
る
パ
ソ
コ
ン

教
室
「
Ｋ
S
N
水
俣
サ
ロ
ン
」
（
坂
本
龍

虹
代
表
）
。
当
初
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
不
慣

れ
な
者
同
士
が
教
え
た
り
教
え
ら
れ
た
り

と
、
人
的
交
流
を
目
的
に
数
人
で
始
め
た

サ
ー
ク
ル
活
動
で
し
た
が
、
口
コ
ミ
で
人

気
が
広
が
り
、
現
在
の
会
員
な
ん
と
50
人
。

　人
気
の
秘
密
は
、
こ
こ
で
講
師
を
務
め

る
中
村
泰
造
さ
ん
（
73
歳
）
。
６
年
前
に

受
講
生
と
し
て
参
加
し
た
こ
の
サ
ロ
ン
で

め
き
め
き
と
腕
を
上
げ
、
本
人
い
わ
く

「
知
ら
な
い
う
ち
に
教
え
る
立
場
に
」
。

　も
と
も
と
機
械
い
じ
り
が
好
き
で
、
チ

ッ
ソ
工
場
長
を
歴
任
し
た
根
っ
か
ら
の
技

術
屋
。
パ
ソ
コ
ン
の
指
導
だ
け
で
な
く
、

購
入
手
続
き
か
ら
配
線
の
接
続
、
ソ
フ
ト

の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
、
ト
ラ
ブ
ル
時
の
相
談
、

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
修
理
な
ど
を
一
手
に

引
き
受
け
る
と
い
う
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
顔

負
け
の
お
世
話
ぶ
り
で
す
。
し
か
も
す
べ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
何
故
そ
こ
ま
で
？

「
退
職
し
て
か
ら
、
自
分
は
地
域
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま

し
た
。
水
俣
が
好
き
だ
か
ら
、
水
俣
の
人

の
役
に
立
ち
た
い
ん
で
す
。
報
酬
は
皆
さ

ん
の
『
笑
顔
』
」
。

　し
か
し
、
毎
週
の
課
題
や
資
料
づ
く
り

は
大
変
。
参
加
料
１
回
200
円
（
年
会
費
２

千
円
）
で
は
手
出
し
の
方
が
多
い
は
ず
。

「
高
齢
者
は
退
職
す
る
と
仕
事
と
切
り
離

さ
れ
孤
立
し
が
ち
。
こ
こ
で
人
と
交
わ
る

こ
と
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
、
そ
れ
が

私
の
喜
び
な
ん
で
す
。
お
金
で
買
え
な
い

も
の
、
目
に
見
え
な
い
も
の
の
中
に
価
値

を
見
い
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
人
生
を
豊

か
に
す
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
。

　来
た
！
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
。
ま
た
一
人
、
素

敵
な
人
に
出
会
え
た
こ
と
。
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土
日
祝
日
、平
日
の
17
時
15
分
以
降
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
61
ー
１
６
４
６・☎
63
ー
１
１
１
１

梅下さん家の

レモンちゃん　（♀・八幡町）

ちょっぴり恥ずかしがり屋さんな
ウチのアイドル、レモンちゃんです。

食べちゃいたい
ほど可愛いゼ♥

マ
タ
ヲ

24
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